
令和４年度 第１回川西市子ども・若者未来会議 次第 

 

令和4年5月13日（金）17：00～19：00   

          場所：市役所4階庁議室（Zoom併用）   

 

 

１．開会 

 

 

２．議事 

（１）報告事項 

・市立就学前教育保育施設のあり方について（原案）【資料１】 

 

 

 

 

・子ども・若者実態調査（１９～３９歳分）の結果報告について【資料２】 

 

 

 

 

（２）協議事項 

・「（仮称）子ども・若者未来計画」の策定について【資料３・４】 

 

 

 

 

（３） その他 

 

 

 

 

３．閉会 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市立就学前教育保育施設の 

あり方について（原案） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川     西     市 

川西市教育委員会 

 

 

令和４年４月 
  

資料１－１ 
令和 4年 5月 13 日 

第 1回 子ども・若者未来会議 
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＊本資料の構成 

市立就学前教育保育施設のあり方について(原案) 

 

１．趣旨 

２．幼保の一体化を進める施設の配置 

３．市立就学前教育保育施設の現状と課題 

（１） 市立幼稚園の入園児童数の減少 

（２） 就学前児童人口の減少を見据えた私立就学前教育保育施設との共存 

（３） 認定こども園化の推進 

（４） その他 

４．市立就学前教育保育施設のあり方を考える視点 

（１） 子どもにとって望ましい教育保育環境の提供について 

（２） 市立就学前教育保育施設に対するニーズについて 

（３） 就学前教育保育施設の配置について 

５．基本方針 

（１） 市立幼稚園 

（２） 市立保育所 

（３） 市立認定こども園 

６．事業計画 

（１） 市立幼稚園 

（２） 市立保育所 

（３） 市立認定こども園 

（４） 事業実施に伴う施策 

（５） その他 

 

【別紙】 

清和台幼稚園のあり方について(原案) 

 

１．趣旨 

２．現状と課題 

３．基本方針 

４．事業計画 

（１） 令和 4年度クラス編成 

（２） 園児募集等 

（３） 園区について 

（４） 施設について 

 

【参考】  

「市立就学前教育保育施設のあり方について（原案）」推進のプロセス 
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市立就学前教育保育施設のあり方について(原案) 

 

１．趣旨 
 平成 27年度に子ども・子育て支援新制度1が開始され、「量」と「質」の両面から子育てを

社会全体で支える体制の整備が進められてきました。令和元年 10月からは、3歳以上児

に係る幼児教育保育の無償化が実施され、就学前教育保育制度の大きな転換点を迎えた

ところです。 

 この間、本市においては、子ども・子育て計画を策定・改定し、地域の実情に応じた子ども・

子育て支援施策の充実に努めてきました。しかしながら、就学前児童人口は減少傾向にあ

り、就学前教育保育へのニーズがより長時間、長期間へとシフトする中、市立幼稚園の入園

児童数は、このところ著しく減少しています。この傾向は今後も続くものと予測されることか

ら、幼稚園に求められる集団教育の実践が困難になると危惧される状況となってきました。 

 このため、市立幼稚園を含む市立就学前教育保育施設の今後のあり方について、早急に

方針を定め、取り組みを推進しようとするものです。 

 このあり方は、市立就学前教育保育施設について、現状と課題を整理し、統廃合を含めた

再編に関する基本方針、事業計画等を示そうとするもので、ここに記載された基本方針、事

業計画等のうち、必要な部分については、「（仮称）子ども・若者未来計画」2に位置づけるこ

ととします。 

なお、清和台幼稚園については、入園児童数が急激に減少し、早急な対策が望まれること

から、基本方針や事業計画等をより詳細に定めることとします。 

 

２．幼保の一体化を進める施設の配置 
第 1期子ども・子育て計画では、「幼保一体化を進める施設の配置」を市立就学前施設

に関する基本方針の一つに定め、市立幼稚園と保育所を一体化し、幼保連携型認定こども

園への移行を促進してきました。 

その結果、4幼稚園と 4保育所を一体化し、牧の台みどりこども園、加茂こども園、川西こ

ども園をそれぞれ開設し、令和 4年 4月には川西北こども園を開設しました。 

このことにより、こども園の強みを生かし、地域の子どもたちに市立教育保育施設として、

市立幼稚園と保育所が長年培ってきた経験とノウハウに基づく、質の高い幼児教育保育を

提供できる環境が整ってきたところです。 

今後は、これまでの幼保連携型認定こども園整備の成果を踏まえ、検証、継承しつつ、新

たな課題の解決に向け、施策を展開していく必要があります。 

                                                      
1 平成 24 年（2012 年）8 月に成立した「子ども・子育て関連 3法」に基づく制度のことで、「幼児期の質の

高い学校教育・保育の総合的な提供」「保育の量的拡大・確保」「教育・保育の質的向上」「地域の子育

て支援の充実」をめざすものです。 
2 本市では、第 2 期川西市子ども・子育て計画（令和 2 年～令和 6年）を策定し、子育て支援施

策を推進してきました。また、子ども・若者育成支援計画（平成30年～令和4年）を策定し、ひ

きこもりなどの困難を抱える若者を含む若者支援に関する施策を推進してきました。 

令和 4 年度に、①子ども・子育て計画の中間見直しを行う必要があること、②子ども・若者育

成支援計画の期間が満了し計画改定の必要があることから、両計画を統合し、「（仮称）子ども・若者

未来計画」を策定予定です。 
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３．市立就学前教育保育施設の現状と課題 
（１） 市立幼稚園の入園児童数の減少 

★市立幼稚園の利用状況（4・5 歳児童数）          （各年 5月 1日現在) (単位：人) 

 
※令和 4年度数値：令和 4年４月 1日時点の児童数 

        

 今後、一定規模の集団形成が困難となることが危惧され、集団教育が成立しない恐れがあ

ります。一人ひとりの子どもたちが、小学校への円滑な接続を果たすことができるよう、早急

に対策を講じる必要があります。 

 

（２） 就学前児童人口の減少を見据えた私立就学前教育保育施設との共存 

★就学前児童人口推計                                              (単位：人) 

 
 ※R4～R6 は、令和 3年 5月時点での推計予測 

 

施設名 年齢別 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

4歳児 22 37 23 22 11 11

5歳児 44 24 39 22 26 10

4歳児 26 20 12 14 15 5

5歳児 20 28 21 13 16 16

4歳児 18 14 13 6 7 1

5歳児 17 23 15 13 8 9

4歳児 25 33 10 15 13 8

5歳児 31 27 36 14 16 14

清和台幼稚園
（利用定員60）

東谷幼稚園
（利用定員90）

久代幼稚園
（利用定員90）

多田幼稚園
（利用定員60）

年齢/年度 H28.4.1 H29.4.1 H30.4.1 H31.4.1 R2.4.1 R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1

0歳 1,059 1,043 950 984 864 852 885 868 852

1～2歳 2,386 2,304 2,255 2,123 2,093 2,065 1,931 1,937 1,939

3～5歳 3,960 3,871 3,778 3,696 3,611 3,458 3,443 3,325 3,285

合計 7,405 7,218 6,983 6,803 6,568 6,375 6,259 6,130 6,076

＊集団教育について 

「幼児にとって幼稚園での生活は、初めての集団生活の場である。他の幼児と

のかかわりの中で、様々な自己主張のぶつかり合いによる葛藤、教師や友達と共

にいる楽しさや充実感を味わい、次第に皆と生活を作り出していく喜びを見いだ

していくのである。」（幼稚園教育要領解説を一部加筆修正） 

 以上のような環境を子どもたちに提供してくために、一定規模の集団による教育

保育（4歳児、5歳児で各々1 クラス当たり 21人から 30人程度）が望ましいも

のと考えています。 
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★中学校区別就学前教育保育施設数             (令和４年 4月現在) (単位：園・所) 

 
 

★中学校区別就学前教育保育施設利用定員          (令和４年 4月現在)(単位：人) 

 
 

就学前人口の減少が見込まれる状況であることから、市立施設の役割を踏まえつつ、私

立就学前教育保育施設と相互に補完し、全体として、本市の就学前教育保育施設の質の向

上を図り、両者が共存する方策を検討していく必要があります。 

川西南 川西 明峰 多田 緑台 清和台 東谷 計

市立 1 2 1 4

私立 5 1 2 4 12

計 1 7 1 3 4 16

市立 1 1 1 1 4

私立 2 1 2 1 6

計 1 2 1 1 2 2 1 10

市立 1 2 1 4

私立 1 1 1 3 3 9

計 2 3 1 3 4 13

小規模保
育事業所

私立 2 2 1 1 1 7

企業主導型

保育所等
私立 9 1 1 1 12

6 23 3 6 3 7 10 58

10.3% 39.7% 5.2% 10.3% 5.2% 12.1% 17.2% 100.0%

合計

構成比

保育所

幼稚園

認定こども
園

中学校区

川西南 川西 明峰 多田 緑台 清和台 東谷 計

市立 260 170 60 60 160 710

私立 15 450 200 627 578 216 2,086

計 275 620 200 60 627 638 376 2,796

市立 80 155 67 33 335

私立 75 404 61 106 54 122 210 1,032

計 155 559 61 173 54 122 243 1,367

市立 60 135 43 27 265

私立 81 451 71 129 36 139 178 1,085

計 141 586 71 172 36 139 205 1,350

市立 400 460 170 60 220 1,310

私立 171 1,305 332 235 717 839 604 4,203

計 571 1,765 332 405 717 899 824 5,513

10.4% 32.1% 6.0% 7.3% 13.0% 16.3% 14.9% 100.0%

2号認定

構成比

中学校区

1号認定

3号認定

合計
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（３） 認定こども園化の推進 

★市立認定こども園整備経過 

 
 

★市立認定こども園の利用状況                    （各年 5月 1日現在）(単位：人)  

 
  ※斜体字は、一体化前施設の定員・利用数 

 

前述のとおり、市では、施設の耐震対策、老朽化対策等を図るため、市立幼稚園と保育所

を一体化し、幼保連携型認定こども園の整備を進めてきたところです。今後は、これまでの成

果を踏まえ、検証しつつ、これらの施設の位置づけや役割を改めて整理するとともに、この考

え方に基づき、市立こども園の運営面での充実を図る必要があります。また、市立幼稚園と

市立保育所の一体化が可能な園所については、引き続き、一体化を促進し、幼保連携型認

定こども園への移行を検討する必要があります。 

 

（４） その他 

市立幼稚園、保育所では施設の老朽化が進んでいます。また、増加、多様化する保育ニー

ズ適切に対応していく必要があります。 

 

４．市立就学前教育保育施設のあり方を考える視点 
以下の視点からの考察を加えつつ、課題の解決に向けた取り組みを進めます。 

（１） 子どもにとって望ましい教育保育環境の提供について 

・ 一定規模による集団教育保育はもとより、就学前の子どもたちにとって、質が高く、望まし

い教育保育環境が提供できるかという視点 

 

項目/施設名
牧の台みどり
こども園

加茂こども園 川西こども園 川西北こども園

開園日 平成30年4月1日 平成31年4月1日 令和2年4月1日 令和4年4月1日
定員 130 230 130 180
 内、1号 70 170 70 100

 内、2～3号 60 60 60 80

機能
・地域子育て支援
拠点
・一時預かり

・地域子育て支援
拠点
・一時預かり

- -

一体化前施設
・牧の台幼稚園
・緑保育所

・加茂幼稚園
・加茂保育所

・川西幼稚園
・川西保育所

・川西北幼稚園
・川西北保育所

施設名
認定区分

（括弧内は定員)
平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

令和4年度
(R4.4.1)

1号（70） 30 61 81 72 67 68

2・3号（60） 60 58 68 69 68 67

1号（170） 135 144 129 131 122 122

2・3号（60） 66 64 87 79 71 72

1号（70） 27 21 25 36 44 53

2・3号（60） 66 66 69 78 75 72

1号（100） 57 49 56 55 36 53

2・3号（80） 78 78 76 79 74 83

牧の台みどり
こども園

加茂こども園

川西こども園

川西北こども園
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（２） 市立就学前教育保育施設に対するニーズについて 

・ 施設を安定して運営していくためにも、市立就学前教育保育施設の利用を希望する児童

が、将来にわたって一定程度見込めるかという視点 

・ 市立施設への利用希望が見込めず、市立就学前教育保育施設が廃止になった場合、地

域において児童を適切に教育保育することができる代替施設が確保できるかという視点 

 

（３）就学前教育保育施設の配置について 

・ 市域全体を見渡し、市立就学前教育保育施設と私立就学前教育保育施設が受入児童

数や施設数などにおいて適切なバランスを維持していけるかという視点 

・ それぞれの地域で一定数の 1号、2号、3 号認定児童の受け入れ先を確保できるかとい

う視点 

  

５．基本方針 
（１） 市立幼稚園 

 入園児童が減少しており、今後も顕著な増加が見込めないことから、市立保育所と統合し、

幼保連携型認定こども園に移行、または、廃園もしくは入園児数の状況により廃園を検討し

ます。 

 

（２） 市立保育所 

 保育所については、幼稚園と一体化し、認定こども園に移行する所を除いて、原則として現

状のまま継続して運営を続けます。 

 

（３） 市立認定こども園 

幼保連携型認定こども園については、継続して運営を続け、地域における幼児教育保育

及び地域子育て支援の拠点となる機能を担う施設となるよう検討します。 

  

６．事業計画 
（１） 市立幼稚園 

市立保育所と一体化が可能な園（久代幼稚園、多田幼稚園）については、保育所と一体

化し、幼保連携型認定こども園とします。それ以外の清和台幼稚園については廃園とし、東

谷幼稚園については、入園児数の状況により廃園を検討します。なお、廃園等を検討する入

園児数は、集団としての円滑な教育活動を考慮し、５人未満とします。 

 

① 久代幼稚園 

・ 川西南保育所と一体化し、幼保連携型認定こども園とします。中間見直し後の(仮称)

子ども・若者未来計画期間中（令和 5・6 年度）に、事業に着手することをめざしま

す。 

・認定こども園とすることで、市立幼稚園と保育所が培ってきた経験とノウハウを活かし、

質の高い教育保育を提供するとともに、3歳以上児は保護者の就労状況等にかかわ

らず利用でき、1号認定児に給食を提供するなど、教育保育環境の充実に努めていき
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ます。 

・ 原則として施設全体の新設は行わず、既存施設の有効活用を検討します。 

・ 幼保連携型認定こども園開設までの間は、市立幼稚園として運営を継続します。（今

後の園児募集において、4歳児クラスの児童数が 5人未満となった場合は、認定こど

も園開設を予定していることを踏まえ、休園等を検討します。） 

 

② 多田幼稚園 

・ 令和 7年度からの次期(仮称)子ども・若者未来計画期間中に多田保育所と一体化

し、市中部地区の拠点となる幼保連携型認定こども園とする方向で、設置場所や整

備形態などについて、検討します。 

・認定こども園とすることで、市立幼稚園と保育所が培ってきた経験とノウハウを活かし、

質の高い教育保育を提供するとともに、3歳以上児は保護者の就労状況等にかかわ

らず利用でき、1号認定児に給食を提供するなど、教育保育環境の充実に努めていき

ます。 

・ 幼保連携型認定こども園開設までの間は、市立幼稚園として運営を継続します。（今

後の園児募集において、4歳児クラスの児童数が 5人未満となった場合は、認定こど

も園開設を予定していることを踏まえ、休園等を検討します。） 

 

③ 東谷幼稚園 

   ・ 今後の園児募集において、 4 歳児クラスの児童数が 5人以上となった場合は、幼稚

園の運営を継続します。5人未満となった場合は、翌年度末を目途に、廃園を検討しま

す。その際、在園児の転園先に関するあっせん調整等の支援を実施します。 

    

（２） 市立保育所 

・ 川西南保育所と多田保育所については、市立幼稚園と一体化し、幼保連携型認定こども

園とします。（前掲） 

・ 小戸保育所と川西中央保育所については、継続して運営します。 

・ 待機児童の解消に向け、定員を超える受け入れを実施してきましたが、待機児童解消後

は、定員を超えた受け入れを縮小し、最終的に定員内の受け入れとします。 

 

（３） 市立認定こども園 

・ 加茂こども園、川西こども園、川西北こども園、牧の台みどりこども園については、継続して

運営するとともに、就学前教育保育に関し、研究・実践を進め、その成果を地域の私立就

学前教育保育施設と共有するなど、就学前教育保育に関する質の向上などに関する地域

の拠点となる施設とするよう、令和 7年度からの次期(仮称)子ども・若者未来計画期間

中に、検討します。 

・ 2 号、3 号認定児童については、待機児童の解消に向け、定員を超える受け入れを実施し

てきましたが、待機児童解消後は、定員を超えた受け入れを縮小し、最終的に定員内の受

け入れとします。 

・ 就学前児童数の状況により、1 号認定児童の受け入れ縮小に向けた取り組みを進めま
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す。 

 

（４） 事業実施に伴う施策 

①特別な支援を要する児童への支援 

障がいの有無にかかわらず、希望する施設で、質の高い就学前教育保育を受けることが

できる環境を整えることが求められています。この実現に向け、私立就学前教育保育施設と

連携を図りながら、支援施策を推進します。 

・令和 4年度から、配慮が必要な児童を私立幼稚園等が受け入れる場合、市の基準に基づ

き職員の加配に必要な費用を補助します。 

・市立認定こども園で、医療的ケアが必要な児童を受け入れる体制を整備するほか、私立就

学前教育保育施設において、医療的ケア児受け入れのため、看護師等の配置に必要な費

用を補助します。 

・こども未来部に障がい児福祉サービスに関する事務を移管するとともに、特別支援教育と

の連携を強化するなど、インクルーシブな就学前教育保育の実現に努めていきます。また、

質の高い特別支援教育保育等の提供に向け、研修の充実などに取り組んでいきます。 

②市立幼稚園、こども園（１号認定児童）の園区について 

・清和台幼稚園が廃園となった後の市立幼稚園、こども園の状況を見極め、園区のあり方に

ついて検討します。 

 

（5）その他 

①小学校との円滑な接続 

・かねてから、市立就学前教育保育施設では、市立施設として、小学校との円滑な接続につ

いての取り組みを進めてきました。その成果を生かしつつ、私立就学前教育保育施設を含

め、小学校との接続期カリキュラムの研究、実践を進め、地域で子どもたちが育つ環境の

充実に努めていきます。 

②子ども・子育て支援施策の充実 

・（仮称）子ども・若者未来計画を令和 4年度に策定することとしており、この計画策定の中

で、子ども・子育て支援施策の充実について検討します。 

・市立就学前教育保育施設の再編にかかわらず、所得が低い世帯の児童への支援のあり

方について、私立就学前教育保育施設とも連携を図りながら検討します。 
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清和台幼稚園のあり方について（原案） 
 

１．趣旨 
 令和 4 年 4 月入園児童が 1 人であったことを受け、幼稚園としての集団教育が困難とな

る見込みであることから、早急に同園の今後のあり方等を示そうとするものです。 

 

２．現状と課題 
・ 清和台幼稚園への入園児童は著しく減少しており、今後も一定人数の園児が確保できる

見込みがなく、集団教育を実施できる状況にありません。 

・ 園区内に私立幼稚園が 1園、認定こども園が 3園あり、1 号認定のニーズをカバーでき

ます。 

・ 近隣に市立保育所がなく、一体化し、幼保連携型認定こども園とすることが困難です。 

 

３．基本方針 
令和 4年度の園児募集（令和 5年 4月入園児童）は行わず、令和 4年度末をもって廃

園とします。 

 

4．事業計画 
（１） 令和 4年度クラス編成 

・令和 4年度は 4歳児、5歳児の複式学級とし、担任 1人、副担任１人（副担任は主に 4

歳児担当）を配置します。 

・園児が増加し、4歳児が 5人以上となった場合、単式学級等とすることができることとし

ます。 

 

（２） 園児募集等 

・令和 4年度の園児募集（令和 5年 4月入園）は、実施しません。 

・令和 5年度の保育は実施せず、令和 5年度に 5歳児クラスとなる在園児については、

転園等の希望を聞いたうえで、その実現に必要な入園先のあっせん調整等の支援を行

います。 

・令和 4年度の園児募集（令和 5年 4月入園）に応募を予定していた児童については、

保護者の希望を聞いたうえで、その実現に必要な入園先のあっせん調整等の支援を行

います。 

 

（３）園区について 

  ・廃園後の園区は設定せず、旧清和台幼稚園区の児童が他の市立幼稚園、認定こども園

（1号認定児に限る）に入園を希望する場合は、当該園の園区の児童とみなすこととし

ます。 

別紙 
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（４） 施設について 

・廃園後の施設について、地元住民の意向なども考慮し、検討します。 

 

 

 

 

 

「市立就学前教育保育施設のあり方について（原案）」推進のプロセス 
 

原案策定後の推進のプロセスはおおむね以下のとおり、予定しています。 

 

１．清和台幼稚園以外の市立就学前教育保育施設について 
・(仮称)子ども・若者未来計画に掲げる予定としていることから、原案を同計画案に反映さ

せ、計画策定プロセスの中で取りまとめていきます。 

・事業の推進に当たっては、必要に応じて説明の機会を設けるなど、地域の皆様をはじめ、関

係する方々のご理解をいただけるよう努めていきます。 

・教育保育の現場職員としっかりと協議をしながら進めるなど、現場の実情を考慮しながら

事業を推進します。 

 

２．清和台幼稚園について 
・原案の実施に向けた手続きを進めていきます。 

・保護者の方々や地域の方々などを対象とした説明会を開催するなど、関係する方々のご理

解をいただけるよう努めていきます。 

  
  

参考 
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【問い合わせ先】 

 

川西市教育委員会事務局 

こども未来部こども支援課 

 

〒６６６－８５０１ 

兵庫県川西市中央町 12 番 1 号 

電話：072-740-1246、FAX：072-740-1339 

メール：kawa0168@city.kawanishi.lg.jp 
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【参考資料】 

「市立就学前教育保育施設のあり方について（素案）」へのご意見等と教育委員会の考

え方等について 

 
１．ご意見等の聴取について 

 市立就学前教育保育施設のあり方については、素案の公表前の段階から、子ども・
若者未来会議などでご協議いただき、ご意見を頂戴してきました。また、素案がまと
まりましてからは、素案を広く公表させていただくとともに、各方面からもご意見を
いただいたところです。 
 この度、いただいたご意見を整理し、主だったご意見について、教育委員会の考え
方をお示しするとともに、原案策定に向けて、素案からの修正、加筆個所についても
合わせてお示しするものです。 
 
２．素案の説明等について 

以下の皆様に対して、素案をご説明等させていただき、ご意見等を頂戴しました。 
・市議会（厚生文教常任委員協議会） 
・子ども・若者未来会議 
・関係地区コミュニティ協議会 
 役員等に説明（4コミュニティ協議会）、資料送付（4コミュニティ協議会） 
・保護者 
市立各園所から保護者へ素案を配布、清和台幼稚園保護者説明会を開催 
・職員 
園所長に説明、園所職員説明会を開催、校長会議で説明、教頭会議で説明 
＊以上に加えて、市ホームページに素案を掲示するとともにご意見を募集しまし
た。また、清和台幼稚園区にお住いの方で、令和 5年 4月に同園への入園を検討され
ている方の実態調査を実施しました。 
 
３．意見数 

 合計 293 件のご意見を頂戴いたしました。 
内訳は以下のとおりです。 
（１）市立就学前教育保育施設の役割や今後のあり方に関するご意見等 54 件 
（２）市立幼稚園全体としての今後のあり方に関するご意見等 19 件 
（３）事業推進に当たってのご意見等 63 件 
（４）「市立就学前教育保育施設のあり方について」策定に関するご意見等 23 件 
（５）具体的な事業に関するご意見等 106 件 
（６）その他のご意見等 28 件 
＊ご意見の主だった内容により分類 

資料１－２ 
令和 4年 5月 13 日 

第 1回 子ども・若者未来会議 
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４．項目ごとのご意見等の概要と教育委員会の考え方 

 以下、いただいたご意見等について、項目ごとに「ご意見のポイント」と「教育委員
会の考え方」を示すとともに原案策定にあたって、素案から修正、加筆等を加えようと
する個所に、教育委員会の考え方の文頭に「☆」を記載しています。 
 
（１）市立就学前教育保育施設の役割や今後のあり方に関するご意見等について  

①ご意見のポイント 
 経済的に厳しいご家庭や特別な支援が必要な子どもの受け入れについて、セーフティ
ネットとしての役割が市立就学前教育保育施設にはあると考える。このため、市立就学
前教育保育施設のバランスの取れた配置が必要ではないか。 
 私立就学前教育保育施設と競合関係にある部分もあるが、協力関係も重要。 
特別な支援が必要な児童等への教育保育の提供にあたっては、単に、保育士や看護師
等を配置するだけではなく、市立、私立の就学前教育保育施設全体として、質の向上を
図るべき。 
 子どもたちの多くがやがては地域の小学校に通うこととなるため、それぞれの地域で
子どもたちの育ちを支える視点が重要ではないか。現状では様々な園所に子どもたちが
通っていることを踏まえると、市立だけではなく、私立を含む就学前教育保育施設から
小学校への円滑な接続を進めるべきではないか。 
 
②教育委員会の考え方 
 就学前の教育保育については、市立施設と私立施設が相互に協力し、補完しあいなが
ら推進していくことを基本としています。 
☆障がいの有無にかかわらず、希望する施設をご利用いただける環境を整備することが
重要であると考えていますので、令和 4年度からは、私立幼稚園等が特別な支援を必要
とする児童を受け入れるにあたって、職員の加配に必要な費用を補助する制度を創設し
ます。なお、私立就学前教育保育施設においても、特別な支援を要する子どもへの教育
保育について、熱心に取り組まれている園も多いと認識していますが、私立幼稚園等で
は、加配職員に関する費用について、十分に措置されている状況ではないため、補助制
度を創設するものです。原案において追記します。＜原案 8ページ＞ 
☆また、市立、私立の就学前教育保育施設において医療的ケア児の受け入れ体制を整え
るほか、教育委員会に障がい児の福祉サービスに関する事務を移管するとともに特別支
援教育との連携を強化するなど、インクルーシブな就学前教育保育の実現に努めていき
ます。原案において追記します。＜原案 8ページ＞ 
☆特別な支援が必要な児童や医療的ケアが必要な児童への教育保育に関する研修の実
施に努めるなど、市立、私立就学前教育保育施設の質の向上に関する取り組みを進めて
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いきます。原案において追記します。＜原案 8ページ＞ 
☆市立就学前教育保育施設の再編にかかわらず、所得が低い世帯への支援につきまして
は、従来から実施しております補足給付等の実施状況を踏まえつつ、私立就学前教育保
育施設と連携を図りながら、支援施策のあり方について、検討します。原案において追
記します。＜原案 8ページ＞ 
☆就学前教育保育施設から小学校への円滑な接続を進めるため、接続期カリキュラムに
関する実践・研究を進めてきました。この成果を踏まえ、私立の就学前教育保育施設を
含めた取り組みを推進します。原案において追記します。＜原案 8ページ＞ 
 
（２）市立幼稚園全体としての今後のあり方に関するご意見等について  

①ご意見のポイント 
 市立幼稚園の入園児童数が減少しているのは、保護者のニーズに沿った教育保育を実
施してこなかったことが要因の一つである。3 歳児保育や給食の実施、預かり保育の拡
大、通園バスなどの手立てを実施していれば、園児数の減少を回避できたはずである。 
 また、遊びを中心とした市立幼稚園の保育を、希望する方に提供できるようにする必
要があるのではないか。 
 清和台幼稚園が廃園となった場合の園区の設定についてどうするのか。 
 
②教育委員会の考え方 
 1 号認定児童の定員数がその需要をかなり上回る状況が継続しており、市全体として
は余剰の状況が続いています。このため、市立幼稚園において、新たな事業として、3歳
児保育などに取り組むことは、困難であると考えてきたところです。今後、就学前の子
どもの人数がさらに減少していく見込みの中、市立幼稚園において、3 歳児保育事業の
実施など、事業を拡充していくことについては、難しいと考えています。 
以上のようなことから、幼児教育保育の無償化等により、保護者のニーズがより長時
間、長期間の保育にシフトしていることは認識いたしておりますが、市立幼稚園の定員
を増加させるために、3歳児保育等を実施する考えはありません。 
一方では、市立幼稚園での教育保育につきましては、可能な園においては、こども園
化を進めることで、その継承発展に取り組み、地域の私立施設とも共有を図るなど、市
全体としての教育保育の質の向上に取り組んでいきたいと考えています。 
☆清和台幼稚園が廃園となった場合の園区設定については、同園の園区を引き継ぐ園
を具体的に設定せず、清和台幼稚園の園区の児童が他の市立幼稚園、こども園への入
園を希望する場合、当該園の園区に在籍する児童とみなす扱いとします。また、園区
のあり方について検討します。原案において追記します。＜原案８・９ページ＞ 
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（３）事業推進に当たってのご意見等について 

①ご意見のポイント 
 認定こども園の定員の設定や拠点化については、様々な状況を考慮し、適切に対応願
いたい。また、認定こども園に移行することで、充実する点についても明らかにすべき
ではないか。 
 また、集団教育の望ましい人数の設定と東谷幼稚園の廃園の基準との乖離をどう考え
るのか。 
 職員の配置については、必要な職員数を確保することはもちろん、より充実するよう
取り組んでほしい。 
 市立就学前教育保育施設が減少するならば、他の市立就学前教育保育施設への通園距
離が長くなり、費用が生じる恐れがある。このことへの支援についても考慮すべきでは
ないか。高齢者等も利用できる巡回バスや公共交通機関との業務提携などを含めて検討
してほしい。 
 廃園後の跡地の活用について、子どものための利用なども含めて検討してほしい。 
 地域と良好な関係を保ちつつ、子育て支援施策の充実を図り、市の魅力向上を進めて
ほしい。 
 
②教育委員会の考え方 
 市立認定こども園については、地域における就学前教育保育の質の向上などに関する
拠点施設となるよう、検討を進めていきたいと考えています。また、新たに開設するこ
ども園の定員についても、今後、適切な人数となるよう、検討を進めていきたいと考え
ています。 
☆認定こども園に移行することで充実する点について追記します。＜原案 6 ページ、
7ページ＞ 
東谷幼稚園の廃園を検討する 5人については、集団を形成するために最小の人数を考
慮したもので、この人数を下回るようならば、廃園を検討することとしています。 
職員配置基準の拡充については、市立施設では一部、国基準を上回る配置をしており
ますが、さらなる拡充については、現在のところ具体的な実施予定はありません。 
市立就学前教育保育施設への通園のための費用の助成や巡回バスについては、松風幼
稚園など、過去の廃園の際には、通園のための支援施策を実施しておらず、また、私立
就学前教育保育施設に通園されている方も多い現状や従前から市内の全ての地域に、市
立就学前教育保育施設が等しく配置されていない状況などを考え合わせると、公平性の
観点等からも実施は難しいと考えています。 
跡地の利用につきましては、全市的な課題として取り組みを進めていきます。 
地域の就学前教育保育施設として、私立施設とも連携を図りながら、地域の子育て支
援の充実に取り組んでいきたいと考えています。 
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☆また、子ども・子育て支援施策につきましては、令和 4年度の（仮称）子ども・若者
未来計画策定の過程で、その充実について検討します。原案において追記します。＜原
案 8ページ＞ 
 
（４）「市立就学前教育保育施設のあり方について」策定に関するご意見等について 

①ご意見のポイント 
 計画の策定にあたっては、市が勝手に決めるのではなく、関係者の方々に丁寧に説明
をし、意見を聞きながら進めてほしい。 
 
②教育委員会の考え方 
 計画の策定にあたっては、事前に子ども・若者未来会議などからご意見を伺い、素案
を策定いたしました。また、素案については新型コロナウィルス感染拡大の局面であっ
たため、大規模な説明会はできませんでしたが、保護者の方々、地域コミュニティ協議
会の役員の方などへの説明をさせていただいたほか、市ホームページで公開いたしまし
た。 
☆今後も、丁寧な説明を心がけ、ご理解をいただきながら計画を推進していきます。原
案において追記します。＜原案１０ページ＞ 
 
（５）具体的な事業に関するご意見等について  

①ご意見のポイント 
・久代幼稚園と川西南保育所のこども園化について 
 土砂災害警戒区域に指定されていることについて 
 建物の老朽化について 
 現場職員と協議をしながら進めることについて 
 給食施設の拡充や保育室の配置について 
・多田幼稚園と多田保育所のこども園化について 
 こども園の場所について 
 多田幼稚園が 5人未満となった場合の取り扱いについて 
・東谷幼稚園廃園を検討する 5人という基準について 
・清和台幼稚園の廃園について 
 令和 4年度の職員の配置について 
 転園が必要となる児童や入園を検討していた児童への支援について 
 
②教育委員会の考え方 
・久代幼稚園と川西南保育所のこども園化について 
川西南保育所の建物の一部が土砂災害警戒区域内で、久代幼稚園の園舎は同区域では
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ありません。このことも考慮し、具体的な利用計画について今後、検討を進めていきた
いと考えています。 
建物が老朽化していることは承知しておりますので、老朽化対策についても検討を進
めていきたいと考えています。 
☆これまでのこども園整備の経験を踏まえ、現場職員と協議をしながら事業を推進して
いきます。原案において追記します。＜原案１０ページ＞ 
 給食施設の拡充や保育室の配置については、具体化を検討する過程で必要性や妥当性
を見極め、対策を講じていきたいと考えています。 
・多田幼稚園と多田保育所のこども園化について 
施設の場所については、今後、検討を進めていきたいと考えています。 
☆こども園開設までに多田幼稚園等の児童が 5 人未満となった場合の対応については、
休園なども含め、検討します。原案において追記します。＜原案 7ページ＞ 
・東谷幼稚園廃園を検討する 5人という基準について 
東谷幼稚園の廃園を検討する 5人については、集団を形成するために最小の人数を考
慮したもので、この人数を下回るようならば、廃園を検討することとしています。 
・清和台幼稚園の廃園について 
職員の配置については、ご意見も参考にさせていただきながら、必要な職員を配置す
るよう努めていきます。 
転園先等に関する支援ついては、ご希望をお伺いしたうえで、あっせん調整などに努
めていきます。 
 
（６）その他のご意見等について 

①ご意見のポイント 
素案の「４．市立就学前教育保育施設のあり方を考える視点」の中で、「○○する必要
があります。」という記述が散見されるが、必要性を認識しているのであれば、「○○し
ます。」と言い切ったほうがよいのではないか。 
 
②教育委員会の考え方 
☆ここでは、それまでの記述を受けて、基本方針や事業計画を考えるにあたって、考慮
するべき視点を整理しておりますので、「○○する必要があります。」という記載をさせ
ていただいておりますが、わかりにくい点もあったと思われますので、ご意見を踏まえ
まして、原案において修正します。＜原案６ページ＞ 
☆その他、素案の末尾に掲げておりました「市立就学前教育保育施設のあり方について」
策定のプロセスを削除し、原案においては、「市立就学前教育保育施設のあり方について
（原案）」推進のプロセスといたしまして、原案策定後の推進のプロセスを記載しており
ます。また、原案においては、文言や数値等の整理や時点修正を加えております。 
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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

川西市内の「若者」が日頃どのような生活を営み、どのような意識を持っているかを把握す 

ることで、今後の若者自立支援策の推進にかかる基礎資料とする。なお、ヤングケアラーなど 

新たな課題についても実態を把握するため、調査を実施するものです。 

 

２ 調査対象 

川西市在住の19歳から39歳までの2,300人を無作為抽出 

 

３ 調査期間 

令和４年１月28日から令和４年２月18日 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収 

 

５ 回収状況 

配 布 数 有効回答数 有効回答率 

2,300通 881通 38.3％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを  で網

かけをしています。（無回答を除く） 

・回答者数が１桁の場合、回答件数による表記としています。 
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Ⅱ 調査結果 

（１）回答者属性 

Ｆ１ 性別 

「女」の割合が57.5％、「男」の割合が41.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「女」の割

合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ 年齢 

「35～39歳」の割合が35.0％と最も高く、次いで「30～34歳」の割合が22.6％、「20～24歳」

の割合が18.8％となっています。 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「20～24歳」

「25～29歳」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

男 女 その他 回答しない 無回答

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

66.7

26.4

43.7

33.3

72.4

55.6 0.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 無回答

N =

　 881 4.9 18.8 16.8 22.6 35.0 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

3.4

5.0

33.3

27.6

18.0

21.8

16.4

33.3

17.2

23.0

33.3

26.4

36.0

3.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 881

平成28年度調査 0

41.8

39.5

57.5

60.0

0.6 0.1

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２） 普段の生活について 

問１ あなたが同居している方で、あてはまる人をお答えください。また、同居してい

る人数（あなたも含め）も教えてください。 

（１）同居している方（○はいくつでも） 

「配偶者・パートナー」の割合が 50.7％と最も高く、次いで「ご自身のお子さん」の割合が

43.4％、「母」の割合が37.5％となっています。平成28年度調査と比較すると、「父」「母」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

父

母

兄

姉

弟

妹

祖父

祖母

配偶者・パートナー

ご自身のお子さん

その他

無回答

31.7

37.5

4.0

5.1

7.2

7.8

2.4

4.9

50.7

43.4

3.7

6.1

36.7

42.6

4.8

5.7

8.1

8.9

1.9

6.2

50.1

43.1

4.8

3.2

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（N = 881）

平成28年度調査
（N = 1,114）
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「父」「母」「弟」の割合が、男性に比べ、女性で「配偶

者・パートナー」「ご自身のお子さん」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、男性で「母」の割合が低くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

父 母 兄 姉 弟 妹 祖
父 

祖
母 

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー 

ご
自
身
の
お
子
さ
ん 

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

368 35.3 41.3 4.3 4.6 10.1 9.2 3.5 6.3 45.9 39.1 3.8 7.9 

     女性 507 29.0 34.7 3.7 5.1 5.1 6.9 1.6 3.9 54.4 46.7 3.7 4.7 

平成28年度調査 
男性 

440 43.2 48.0 5.5 6.6 8.6 10.7 3.4 7.5 45.5 36.8 5.0 3.2 

女性 668 32.8 39.5 4.3 5.2 7.8 7.8 0.9 5.4 53.3 47.5 4.5 2.8 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「父」「母」

「姉」「弟」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

父 母 兄 姉 弟 妹 祖
父 

祖
母 

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー 

ご
自
身
の
お
子
さ
ん 

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 3 － 100.0 33.3 － － － － － － － － － 

親和群 87 40.2 48.3 4.6 11.5 13.8 10.3 4.6 6.9 29.9 14.9 8.0 6.9 

一般群 773 30.5 36.0 3.8 4.4 6.5 7.6 2.2 4.8 53.6 46.7 3.4 6.1 
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（２）同居している人数（あなたも含め） 

「４人」の割合が32.5％と最も高く、次いで「３人」の割合が30.0％、「２人」の割合が15.1％

となっています。平成28年度調査と比較すると、大きな変化はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別・経年比較】 

男女別でみると、大きな変化はみられません。 

また、平成28年度調査と比較すると、大きな変化はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「１人」「２

人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人以上 無回答

N =

令和３年度調査 881

平成28年度調査 1,114

6.8

5.0

15.1

12.6

30.0

32.9

32.5

34.6

10.9

10.3

1.9

3.2

1.0

0.6

1.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 368

　　　　　　　　       女性 507

平成28年度調査 男性 440

　　　　　　　　       女性 668

8.7

5.5

4.8

5.1

12.5

17.0

11.6

13.2

29.1

30.6

33.9

32.5

34.5

31.0

33.4

35.6

11.4

10.7

11.1

9.9

1.6

2.2

3.9

2.8

0.5

1.4

0.9

0.4

1.6

1.8

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

11.5

6.2

66.7

23.0

14.0

33.3

24.1

30.1

24.1

33.9

10.3

11.1

4.6

1.7
1.2

2.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問２ ふだんどのくらい外出しますか。（○はひとつだけ） 

「仕事や学校で平日は毎日外出する」の割合が 64.1％と最も高く、次いで、「仕事や学校で週

に３～４日外出する」の割合が 16.3％、「ふだんは家にいるが、近所のコンビニなどには出かけ

る」の割合が5.9％となっています。平成28年度調査と比較すると、「仕事や学校で週に３～４

日外出する」の割合が増加しています。一方、「仕事や学校で平日は毎日外出する」の割合が減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

仕事や学校で平日は毎日外
出する

仕事や学校で週に３～４日外
出する

遊び等で頻繁に外出する

人づきあいのためにときどき
外出する

ふだんは家にいるが、自分の
趣味に関する用事のときだけ
外出する

ふだんは家にいるが、近所の
コンビニなどには出かける

自室からは出るが、家からは
出ない

自室からほとんど出ない

無回答

64.1

16.3

4.4

3.7

3.7

5.9

0.8

0.2

0.7

73.6

8.8

4.9

5.2

2.3

2.3

1.1

0.1

1.6

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（N = 881）

平成28年度調査

（N = 1,114）
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「仕事や学校で平日は毎日外出する」の割合が、男性に

比べ、女性で「ふだんは家にいるが、近所のコンビニなどには出かける」の割合が高くなってい

ます。 

また、平成28年度調査と比較すると、男女ともに「仕事や学校で週に３～４日外出する」の割

合が増加しています。一方、「仕事や学校で平日は毎日外出する」の割合が減少しています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

仕
事
や
学
校
で
平
日
は
毎
日
外
出
す
る 

仕
事
や
学
校
で
週
に
３
〜
４
日
外
出
す

る 遊
び
等
で
頻
繁
に
外
出
す
る 

人
づ
き
あ
い
の
た
め
に
と
き
ど
き
外
出

す
る 

ふ
だ
ん
は
家
に
い
る
が
、
自
分
の
趣
味

に
関
す
る
用
事
の
と
き
だ
け
外
出
す
る 

ふ
だ
ん
は
家
に
い
る
が
、
近
所
の
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
に
は
出
か
け
る 

自
室
か
ら
は
出
る
が
、
家
か
ら
は
出
な

い 自
室
か
ら
ほ
と
ん
ど
出
な
い 

無
回
答 

令和３年度調査 男性 368 72.8 16.6 1.6 1.6 3.8 2.4 0.5 － 0.5 

           女性 507 58.0 16.2 6.5 5.3 3.7 8.5 0.8 0.4 0.6 

平成 28 年度調査 男性 440 83.6 6.8 2.0 2.0 2.3 0.5 0.7 － 2.0 

            女性 668 67.2 10.0 6.9 7.3 2.4 3.6 1.3 0.1 1.0 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除き、親和群に比べ、一般群で「仕事や学校

で平日は毎日外出する」が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

仕
事
や
学
校
で
平
日
は
毎
日
外
出
す
る 

仕
事
や
学
校
で
週
に
３
〜
４
日
外
出
す

る 遊
び
等
で
頻
繁
に
外
出
す
る 

人
づ
き
あ
い
の
た
め
に
と
き
ど
き
外
出

す
る 

ふ
だ
ん
は
家
に
い
る
が
、
自
分
の
趣
味

に
関
す
る
用
事
の
と
き
だ
け
外
出
す
る 

ふ
だ
ん
は
家
に
い
る
が
、
近
所
の
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
に
は
出
か
け
る 

自
室
か
ら
は
出
る
が
、
家
か
ら
は
出
な

い 自
室
か
ら
ほ
と
ん
ど
出
な
い 

無
回
答 

広義のひきこもり群 3 － － － － 66.7 33.3 － － － 

親和群 87 59.8 12.6 2.3 4.6 5.7 10.3 3.4 － 1.1 

一般群 773 65.3 17.1 4.8 3.5 3.4 5.2 0.5 0.3 － 
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問３ 現在の状態となってどのくらい経ちますか。（○はひとつだけ） 

「１年～３年未満」の割合が39.4％と最も高く、次いで「６ヶ月未満」の割合が20.2％、「６

ヶ月～１年未満」の割合が18.1％となっています。平成28年度調査と比較すると、「１年～３年

未満」の割合が増加しています。一方、「７年以上」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「１年～３年未満」の割合が、男性に比べ、女性で「６

ヶ月未満」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、男女ともに「１年～３年未満」の割合が高くなっていま

す。一方、男女ともに「７年以上」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「６ヶ月～

１年未満」「１年～３年未満」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

令和３年度調査 94

平成28年度調査 65

20.2

21.5

18.1

18.5

39.4

21.5

6.4

7.7

5.3

7.7

8.5

20.0

2.1

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 17

一般群 72

11.8

23.6

29.4

16.7

33.3

47.1

38.9 8.3

5.9

5.6

66.7

5.9

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６ヶ月未満 ６ヶ月～１年未満 １年～３年未満

３年～５年未満 ５年～７年未満 ７年以上

無回答

N =

令和３年度調査　男性 25

女性 68

平成28年度調査 男性 15

女性 50

12.0

23.5

13.3

24.0

16.0

19.1

20.0

18.0

48.0

35.3

6.7

26.0

4.0

7.4

13.3

6.0

4.0

5.9

13.3

6.0

12.0

7.4

33.3

16.0

4.0

1.5

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問４ 現在の状態になったきっかけは何ですか。（○はいくつでも） 

「妊娠した」の割合が27.7％と最も高く、次いで「病気」の割合が11.7％、「人間関係がうま

くいかなかった」の割合が7.4％となっています。平成28年度調査と比較すると、「妊娠した」

の割合が増加しています。一方、「病気」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

不登校（小学校・中学校・高
校）

大学になじめなかった

受験に失敗した（高校・大学）

就職活動がうまくいかなかっ
た

職場になじめなかった

人間関係がうまくいかなかっ
た

病気

妊娠した

その他

無回答

1.1

－

－

4.3

4.3

7.4

11.7

27.7

70.2

－

6.2

3.1

－

9.2

4.6

7.7

18.5

21.5

41.5

7.7

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（N = 94）

平成28年度調査
（N = 65）
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「就職活動がうまくいかなかった」「職場になじめなかっ

た」「人間関係がうまくいかなかった」「病気」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、男性で「人間関係がうまくいかなかった」の割合が、女

性で「妊娠した」の割合が増加しています。一方、男性で「就職活動がうまくいかなかった」「病

気」の割合が減少しています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

不
登
校
（
小
学
校
・
中

学
校
・
高
校
） 

大
学
に
な
じ
め
な
か

っ
た 

受
験
に
失
敗
し
た
（
高

校
・
大
学
） 

就
職
活
動
が
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た 

職
場
に
な
じ
め
な
か

っ
た 

人
間
関
係
が
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た 

病
気 

妊
娠
し
た 

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

25 4.0 － － 8.0 12.0 16.0 16.0 － 76.0 － 

     女性 68 － － － 2.9 1.5 4.4 10.3 38.2 67.6 － 

平成28年度調査 
男性 

15 13.3 － － 26.7 13.3 6.7 33.3 － 20.0 6.7 

女性 50 4.0 4.0 － 4.0 2.0 8.0 14.0 28.0 48.0 8.0 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「人間関係

がうまくいかなかった」「病気」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

不
登
校
（
小
学
校
・
中

学
校
・
高
校
） 

大
学
に
な
じ
め
な
か

っ
た 

受
験
に
失
敗
し
た
（
高

校
・
大
学
） 

就
職
活
動
が
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た 

職
場
に
な
じ
め
な
か

っ
た 

人
間
関
係
が
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た 

病
気
（
病
名
： 

) 

妊
娠
し
た 

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 3 33.3 － － 66.7 33.3 66.7 － － － － 

親和群 17 － － － － 5.9 17.6 23.5 23.5 70.6 － 

一般群 72 － － － 2.8 1.4 1.4 8.3 30.6 75.0 － 
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問５ あなたの学生時代、家族の中にあなたがお世話（ケア）をしている人はいます

（した）か。（ここで「お世話」とは本来大人がやっていると想定されている家事

や家族の世話などをすることです。）（○は１つだけ） 

「いる（いた）」の割合が6.0％、「いない（いなかった）」の割合が93.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【男女別】 

男女別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる（いた） いない（いなかった） 無回答

N =

　 881 6.0 93.3 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 368

　　　　　　　　    　 女性 507

4.3

7.1

94.8

92.5

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

10.3

5.6

100.0

87.4

93.9

2.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問６ お世話（ケア）を必要としている方（していた方）はどなたですか。 

（○はいくつでも） 

「祖母」の割合が41.5％と最も高く、次いで「きょうだい」の割合が32.1％、「母」の割合が

30.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別】 

男女別でみると、男性に比べ、女性で「母」「父」「きょうだい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

母 父 祖
母 

祖
父 

き
ょ
う
だ
い 

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査 男性 16 18.8 12.5 43.8 12.5 25.0 6.3 － 

女性 36 36.1 22.2 41.7 11.1 36.1 － － 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「祖母」の

割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

母 父 祖
母 

祖
父 

き
ょ
う
だ
い 

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 － － － － － － － － 

親和群 9 33.3 11.1 44.4 11.1 11.1 － － 

一般群 43 30.2 20.9 39.5 14.0 37.2 2.3 － 

 

Ｎ＝53 ％

母

父

祖母

祖父

きょうだい

その他

無回答

30.2

18.9

41.5

13.2

32.1

1.9

－

0 20 40 60 80 100
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問７ お世話（ケア）を必要としている方（していた方）の状況やあなたが行っている

（行っていた）お世話とは何ですか。 

（１）お世話（ケア）を必要としている方（していた方）の状況（○はいくつでも） 

「高齢（65歳以上）」の割合が45.3％と最も高く、次いで「幼い」の割合が24.5％、「要介護

（介護が必要な状態）」の割合が18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「高齢（65歳以上）」の割合が、男性に比べ、女性で「精

神疾患（疑い含む）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

高
齢
（6

5

歳
以
上
） 

幼
い 

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な

状
態
） 

認
知
症 

身
体
障
が
い 

知
的
障
が
い 

精
神
疾
患
（
疑
い
含
む
） 

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー
ル
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
） 

設
問
７
，
８
以
外
の
病
気 

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

16 56.3 25.0 18.8 18.8 12.5 － 6.3 － － － － 

女性 36 38.9 25.0 19.4 13.9 8.3 2.8 19.4 5.6 5.6 11.1 － 

 

  

Ｎ＝53 ％

高齢（65歳以上）

幼い

要介護（介護が必要な状態）

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患（疑い含む）

依存症（アルコール、ギャンブ
ルなど）

設問７，８以外の病気

その他

無回答

45.3

24.5

18.9

15.1

9.4

1.9

15.1

3.8

5.7

7.5

－

0 20 40 60 80 100
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【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「要介護（介

護が必要な状態）」「精神疾患（疑い含む）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

高
齢
（6

5

歳
以
上
） 

幼
い 

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な

状
態
） 

認
知
症 

身
体
障
が
い 

知
的
障
が
い 

精
神
疾
患
（
疑
い
含
む
） 

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー
ル
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
） 

設
問
７
，
８
以
外
の
病
気 

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 － － － － － － － － － － － － 

親和群 9 33.3 － 33.3 － 11.1 11.1 22.2 － 22.2 － － 

一般群 43 46.5 30.2 16.3 18.6 9.3 － 14.0 4.7 2.3 9.3 － 
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（２）あなたが行っている（行っていた）お世話（ケア）の内容（○はいくつでも） 

「家事（食事の準備や掃除、洗濯）」の割合が 60.4％と最も高く、次いで「見守り」の割合が

43.4％、「健康面のサポート（愚痴を聞く、話し相手になるなど）」の割合が39.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｎ＝53 ％

家事（食事の準備や掃除、洗
濯）

きょうだいの世話や保育所等
への送迎など

身体的な介護（入浴やトイレ
のお世話など）

外出の付き添い（買い物、散
歩など）

通院の付き添い

健康面のサポート（愚痴を聞
く、話し相手になるなど）

見守り

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

その他

無回答

60.4

24.5

17.0

26.4

26.4

39.6

43.4

－

13.2

7.5

－

－

0 20 40 60 80 100
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【男女別】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「金銭管理」の割合が高くなっています。また、男性に

比べ、女性で「家事（食事の準備や掃除、洗濯）」「身体的な介護（入浴やトイレのお世話など）」

「健康面のサポート（愚痴を聞く、話し相手になるなど）」「見守り」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

家
事
（
食
事
の
準
備
や
掃
除
、
洗

濯
） 

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
や
保
育
所

等
へ
の
送
迎
な
ど 

身
体
的
な
介
護
（
入
浴
や
ト
イ

レ
の
お
世
話
な
ど
） 

外
出
の
付
き
添
い
（
買
い
物
、
散

歩
な
ど
） 

通
院
の
付
き
添
い 

健
康
面
の
サ
ポ
ー
ト
（
愚
痴
を

聞
く
、
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
） 

見
守
り 

通
訳
（
日
本
語
や
手
話
な
ど
） 

金
銭
管
理 

薬
の
管
理 

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

16 56.3 25.0 6.3 25.0 25.0 25.0 37.5 － 18.8 6.3 － － 

女性 36 63.9 25.0 22.2 25.0 25.0 44.4 47.2 － 11.1 8.3 － － 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「身体的な

介護（入浴やトイレのお世話など）」「通院の付き添い」「健康面のサポート（愚痴を聞く、話し相

手になるなど）」「見守り」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

家
事
（
食
事
の
準
備
や
掃
除
、
洗

濯
） 

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
や
保
育
所

等
へ
の
送
迎
な
ど 

身
体
的
な
介
護
（
入
浴
や
ト
イ

レ
の
お
世
話
な
ど
） 

外
出
の
付
き
添
い
（
買
い
物
、
散

歩
な
ど
） 

通
院
の
付
き
添
い 

健
康
面
の
サ
ポ
ー
ト
（
愚
痴
を

聞
く
、
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
） 

見
守
り 

通
訳
（
日
本
語
や
手
話
な
ど
） 

金
銭
管
理 

薬
の
管
理 

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 － － － － － － － － － － － － － 

親和群 9 55.6 11.1 44.4 22.2 33.3 66.7 55.6 － － 11.1 － － 

一般群 43 60.5 27.9 11.6 27.9 25.6 34.9 39.5 － 16.3 7.0 － － 
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問８ 家族のお世話（ケア）をしているために、自分の生活にどんな影響が出ている

（出ていた）と思いますか。（○はいくつでも） 

「特に影響はない」の割合が 45.3％と最も高く、次いで「ストレスを感じている」の割合が

34.0％、「自分の時間が取れない」の割合が26.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｎ＝53 ％

学校を休みがちになっている

学校への遅刻が多い

部活ができない

勉強の時間が充分に取れな
い

授業に集中できない

成績が落ちた

友人と遊ぶことができない

周囲の人と会話や話題が合
わない

ケアについて話せる人がいな
くて、孤独を感じる

ストレスを感じている

睡眠不足

しっかり食べていない

体がだるい

自分の時間が取れない

進路についてしっかり考える
余裕がない

受験の準備ができていない

アルバイトができない

特に影響はない

無回答

1.9

3.8

1.9

9.4

5.7

5.7

15.1

7.5

13.2

34.0

13.2

7.5

11.3

26.4

7.5

5.7

－

45.3

－

0 20 40 60 80 100
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【男女別】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「特に影響はない」の割合が高くなっています。また、

男性に比べ、女性で「ストレスを感じている」「自分の時間が取れない」の割合が高くなっていま

す。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

学
校
を
休
み
が
ち
に
な
っ
て

い
る 

学
校
へ
の
遅
刻
が
多
い 

部
活
が
で
き
な
い 

勉
強
の
時
間
が
充
分
に
取
れ

な
い 

授
業
に
集
中
で
き
な
い 

成
績
が
落
ち
た 

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い 周
囲
の
人
と
会
話
や
話
題
が

合
わ
な
い 

ケ
ア
に
つ
い
て
話
せ
る
人
が

い
な
く
て
、
孤
独
を
感
じ
る 

令和３年度調査 
男性 

16 － － － 6.3 － － 12.5 － － 

女性 36 2.8 5.6 2.8 11.1 8.3 8.3 16.7 11.1 19.4 

 

区分 

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る 

睡
眠
不
足 

し
っ
か
り
食
べ
て
い
な
い 

体
が
だ
る
い 

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い 

進
路
に
つ
い
て
し
っ
か
り
考

え
る
余
裕
が
な
い 

受
験
の
準
備
が
で
き
て
い
な

い ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な
い 

特
に
影
響
は
な
い 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

12.5 － － 12.5 18.8 6.3 6.3 － 62.5 － 

女性 44.4 19.4 11.1 11.1 30.6 8.3 5.6 － 36.1 － 
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【ひきこもり類別】 

有効回答数が少ないため、コメントは控えます。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

学
校
を
休
み
が
ち
に
な
っ
て

い
る 

学
校
へ
の
遅
刻
が
多
い 

部
活
が
で
き
な
い 

勉
強
の
時
間
が
充
分
に
取
れ

な
い 

授
業
に
集
中
で
き
な
い 

成
績
が
落
ち
た 

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い 周
囲
の
人
と
会
話
や
話
題
が

合
わ
な
い 

ケ
ア
に
つ
い
て
話
せ
る
人
が

い
な
く
て
、
孤
独
を
感
じ
る 

広義のひきこもり群 － － － － － － － － － － 

親和群 9 － 11.1 － 22.2 33.3 22.2 22.2 22.2 44.4 

一般群 43 2.3 2.3 2.3 7.0 － 2.3 14.0 4.7 7.0 

 

区分 

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る 

睡
眠
不
足 

し
っ
か
り
食
べ
て
い
な
い 

体
が
だ
る
い 

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い 

進
路
に
つ
い
て
し
っ
か
り
考

え
る
余
裕
が
な
い 

受
験
の
準
備
が
で
き
て
い
な

い ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な
い 

特
に
影
響
は
な
い 

無
回
答 

広義のひきこもり群 － － － － － － － － － － 

親和群 55.6 22.2 22.2 22.2 33.3 11.1 22.2 － 22.2 － 

一般群 30.2 11.6 4.7 9.3 25.6 7.0 2.3 － 48.8 － 
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（３） スマートフォン、インターネットの利用について 

問９ あなたは、どのインターネット接続機器を利用していますか。（○はいくつでも） 

「スマートフォン」の割合が97.8％と最も高く、次いで「パソコン」の割合が65.0％、「タブ

レット」の割合が35.8％となっています。平成28年度調査と比較すると、「ゲーム機」「タブレ

ット」「スマートフォン」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

パソコン

タブレット

スマートフォン

携帯電話（ガラケー）

ゲーム機

その他（具体的に：

以前は利用していたが、現在
は利用していない

利用していない

無回答

65.0

35.8

97.8

1.5

35.1

1.5

0.1

0.2

0.6

60.8

18.4

91.6

4.1

7.4

0.2

0.1

0.6

1.0

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（N = 881）

平成28年度調査
（N = 1,114）
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「パソコン」「タブレット」「ゲーム機」の割合が高くな

っています。 

また、平成 28 年度調査と比較すると、男女ともに「タブレット」「スマートフォン」「ゲーム

機」の割合が増加しています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

パ
ソ
コ
ン 

タ
ブ
レ
ッ
ト 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

携
帯
電
話
（
ガ
ラ
ケ
ー
） 

ゲ
ー
ム
機 

そ
の
他 

以
前
は
利
用
し
て
い
た
が
、

現
在
は
利
用
し
て
い
な
い 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

368 74.5 40.5 98.6 1.1 43.2 1.4 0.3 － － 

女性 507 58.2 32.5 97.2 1.8 29.4 1.6 － 0.4 1.0 

平成28年度調査 
男性 

440 70.5 21.8 90.9 3.9 11.6 0.2 － 0.7 0.9 

女性 668 54.3 16.3 92.2 4.3 4.6 0.1 0.1 0.6 0.7 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「ゲーム機」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

パ
ソ
コ
ン 

タ
ブ
レ
ッ
ト 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

携
帯
電
話
（
ガ
ラ
ケ
ー
） 

ゲ
ー
ム
機 

そ
の
他 

以
前
は
利
用
し
て
い
た
が
、

現
在
は
利
用
し
て
い
な
い 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

広義のひきこもり群 3 100.0 33.3 100.0 － 33.3 － － － － 

親和群 87 69.0 39.1 97.7 1.1 48.3 － － － － 

一般群 773 64.6 35.1 97.9 1.4 33.6 1.4 － 0.3 0.6 
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問10 あなたは１日に何時間くらいチャットツール（メール、LINE、Facebookなど）を

利用しますか。平日・休日それぞれ１つずつお答えください。（○は１つだけ） 

（１）平日 

「０～１時間未満」の割合が42.3％と最も高く、次いで「１時間～３時間未満」の割合が36.5％、

「３時間～５時間未満」の割合が11.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別】 

男女別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、親和群に比べ、一般群で「１時間～

３時間未満」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０～１時間未満 １時間～３時間未満 ３時間～５時間未満

５時間～８時間未満 ８時間以上 全く利用していない

無回答

N =

　 873 42.3 36.5 11.6
4.9
3.6
0.6
0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 367

女性 500

40.1

44.2

37.6

35.8

10.1

12.6

5.4

4.6

5.2

2.0

1.1

0.2

0.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 766

100.0

41.4

42.3

28.7

37.3

12.6

11.5

8.0

4.6

5.7

3.4

3.4

0.3
0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）休日 

「０～１時間未満」の割合が41.0％と最も高く、次いで「１時間～３時間未満」の割合が32.6％、

「３時間～５時間未満」の割合が13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【男女別】 

男女別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「５時間～

８時間未満」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０～１時間未満 １時間～３時間未満 ３時間～５時間未満

５時間～８時間未満 ８時間以上 全く利用していない

無回答

N =

　 873 41.0 32.6 13.9 6.2
4.1
1.4
0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 367

女性 500

42.0

40.6

30.2

34.2

14.4

13.6

6.3

6.2

4.9

3.2

1.6

1.2

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 766

100.0

42.5

41.0

24.1

33.6

8.0

14.6

11.5

5.5

9.2

3.7

4.6

0.9
0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問11 あなたは１日に何時間くらいSNS（Youtube、Twitter、TikTok、Instagramな

ど）を利用しますか。平日・休日それぞれ１つずつお答えください。（○は１つ

だけ） 

（１）平日 

「１時間～３時間未満」の割合が47.5％と最も高く、次いで「０～１時間未満」の割合が26.3％、

「３時間～５時間未満」の割合が16.8％となっています。平成28年度調査と比較すると、「１時

間～３時間未満」「３時間～５時間未満」の割合が増加しています。一方、「０～１時間未満」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別・経年比較】 

男女別でみると、大きな差異はみられません。 

また、平成28年度調査と比較すると、男女ともに「１時間～３時間未満」「３時間～５時間未

満」の割合が増加しています。一方で、男女ともに「０～１時間未満」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０～１時間未満 １時間～３時間未満 ３時間～５時間未満

５時間～８時間未満 ８時間以上 全く利用していない

無回答

N =

令和３年度調査 873

平成28年度調査 1,095

26.3

54.0

47.5

28.3

16.8

6.5

4.2

2.1

2.5

1.3

1.9

7.4

0.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 367

女性 500

平成28年度調査 男性 433

女性 658

25.9

26.8

55.2

53.2

49.0

46.6

23.8

31.2

16.3

17.0

6.2

6.7

3.8

4.4

1.8

2.3

2.5

2.6

1.2

1.4

1.9

2.0

11.1

5.0

0.5

0.6

0.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「３時間～

５時間未満」「５時間～８時間未満」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０～１時間未満 １時間～３時間未満 ３時間～５時間未満

５時間～８時間未満 ８時間以上 全く利用していない

無回答

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 766

66.7

19.5

27.3

35.6

48.6

33.3

23.0

16.3

12.6

3.4

5.7

2.2

3.4

1.7
0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）休日 

「１～３時間未満」の割合が39.6％と最も高く、次いで「３時間～５時間」の割合が22.3％、

「０～１時間未満」の割合が20.6％となっています。平成28年度調査と比較すると、「１時間～

３時間未満」「３時間～５時間未満」の割合が増加しています。一方、「０～１時間未満」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別・経年比較】 

男女別でみると、大きな差異はみられません。 

また、平成28年度調査と比較すると、男女ともに「１時間～３時間未満」「３時間～５時間未

満」の割合が増加しています。一方、男女ともに「０～１時間未満」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「５時間～

８時間未満」「８時間以上」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

０～１時間未満 １時間～３時間未満 ３時間～５時間未満

５時間～８時間未満 ８時間以上 全く利用していない

無回答

N =

令和３年度調査 873

平成28年度調査 1,095

20.6

49.0

39.6

27.9

22.3

9.5

9.3

3.0

5.2

2.5

2.1

7.5

0.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 367

女性 500

平成28年度調査 男性 433

　　　　　　　　       女性 658

19.1

21.8

49.2

48.9

39.8

39.8

25.2

29.6

24.3

20.6

8.5

10.2

8.2

10.2

3.2

2.9

5.7

4.6

2.1

2.7

1.9

2.2

10.9

5.3

1.1

0.8

0.9

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 766

66.7

17.2

21.1

26.4

40.9

33.3

18.4

22.8

19.5

8.2

16.1

4.0

2.3

2.0
0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問12 あなたは、インターネットを利用して、次のようなトラブルにあったことがあり

ますか。（○はいくつでも） 

「迷惑メール（チェーンメールなど）が頻繁に送られてきた」の割合が44.7％と最も高く、次

いで「被害にあったことはない」の割合が 41.3％、「身におぼえのない料金を請求された」の割

合が 14.1％となっています。平成 28 年度調査と比較すると、「迷惑メール（チェーンメールな

ど）が頻繁に送られてきた」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

身におぼえのない料金を請求された

知らないうちに会員登録や契約をしてし
まった

インターネットショッピングなどで詐欺に
あった（商品が届かない、不良品が届く）

オンラインゲームで被害にあった（アイテ
ムがなくなる、ゲームができなくなる）

LINEやTwitter 、Facebook、メールなど
で、中傷やいやがらせを受けた

名前や住所、メールアドレスなどの個人
情報や写真を勝手に使用された

迷惑メール（チェーンメールなど）が頻繁
に送られてきた

コンピューターウイルスに感染した

つきまとい、いやがらせなど、現実の犯罪
やトラブルに巻き込まれた

その他（具体的に：　　　　　　）

被害にあったことはない

無回答

14.1

4.9

4.7

1.0

4.0

1.5

44.7

4.8

0.8

1.1

41.3

5.3

16.8

4.2

3.3

1.1

2.2

1.4

51.1

7.7

0.4

0.5

37.6

1.5

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（N = 874）

平成28年度調査
（N = 1,096）
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、男性に比べ、女性で「迷惑メール（チェーンメールなど）が頻繁に送られて

きた」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、男性で「被害にあったことはない」の割合が増加してい

ます。一方、「迷惑メール（チェーンメールなど）が頻繁に送られてきた」の割合が減少していま

す。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

身
に
お
ぼ
え
の
な
い
料
金
を
請

求
さ
れ
た 

知
ら
な
い
う
ち
に
会
員
登
録
や

契
約
を
し
て
し
ま
っ
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
な
ど
で
詐
欺
に
あ
っ
た
（
商
品

が
届
か
な
い
、
不
良
品
が
届
く
） 

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
被
害
に

あ
っ
た
（
ア
イ
テ
ム
が
な
く
な

る
、
ゲ
ー
ム
が
で
き
な
く
な
る
） 

L
I
NE

やT
wi
tt
er
 

、F
ac
eb
oo
k

、

メ
ー
ル
な
ど
で
、
中
傷
や
い
や
が

ら
せ
を
受
け
た 

名
前
や
住
所
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

な
ど
の
個
人
情
報
や
写
真
を
勝

手
に
使
用
さ
れ
た 

令和３年度調査   男性 368 16.0 4.9 4.3 2.2 4.3 0.3 

女性 500 12.2 5.0 5.0 0.2 3.8 2.4 

平成 28 年度調査 男性 433 19.6 4.6 2.8 2.3 2.3 1.8 

女性 659 14.9 3.8 3.6 0.3 2.1 1.1 

 

区分 

迷
惑
メ
ー
ル
（
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル

な
ど
）
が
頻
繁
に
送
ら
れ
て
き
た 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た 

つ
き
ま
と
い
、
い
や
が
ら
せ
な

ど
、
現
実
の
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
た 

そ
の
他
（
具
体
的
に
： 

被
害
に
あ
っ
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

令和３年度調査   男性 40.2 7.1 0.5 0.8 43.5 6.0 

女性 48.0 3.2 1.0 1.4 40.0 4.6 

平成 28 年度調査 男性 50.8 10.6 0.2 0.7 37.9 0.9 

女性 51.6 5.8 0.5 0.5 37.5 1.5 
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【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「LINE や

Twitter 、Facebook、メールなどで、中傷やいやがらせを受けた」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 
 

N

（
件
） 

身
に
お
ぼ
え
の
な
い
料
金
を
請
求

さ
れ
た 

知
ら
な
い
う
ち
に
会
員
登
録
や
契

約
を
し
て
し
ま
っ
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

な
ど
で
詐
欺
に
あ
っ
た
（
商
品
が
届

か
な
い
、
不
良
品
が
届
く
） 

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
被
害
に
あ

っ
た
（
ア
イ
テ
ム
が
な
く
な
る
、
ゲ

ー
ム
が
で
き
な
く
な
る
） 

L
I
NE

やT
wi
tt
er 

、Fa
ce
bo
ok

、

メ
ー
ル
な
ど
で
、
中
傷
や
い
や
が
ら

せ
を
受
け
た 

名
前
や
住
所
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な

ど
の
個
人
情
報
や
写
真
を
勝
手
に

使
用
さ
れ
た 

広義のひきこもり群 3 － － － － － － 

親和群 87 17.2 6.9 8.0 2.3 11.5 5.7 

一般群 766 13.8 4.8 4.4 0.9 3.1 1.0 

 

区分 
 

迷
惑
メ
ー
ル
（
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
な

ど
）
が
頻
繁
に
送
ら
れ
て
き
た 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た 

つ
き
ま
と
い
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
、

現
実
の
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
た 

そ
の
他
（
具
体
的
に
： 

被
害
に
あ
っ
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

広義のひきこもり群 66.7 － － － 33.3 － 

親和群 48.3 6.9 － － 35.6 3.4 

一般群 44.0 4.6 0.9 1.3 42.2 5.6 
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問13 あなたは、問12のトラブルにあった時、誰に相談しましたか。 

（○はいくつでも） 

「だれにも相談していない」の割合が 52.7％と最も高く、次いで「家族」の割合が 34.7％、

「友人や先輩・後輩」の割合が15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 467 ％

家族

先生や職場の上司

友人や先輩・後輩

公的な相談窓口

警察

ネットの掲示板などで

誰にも相談していない

その他（具体的に：

無回答

34.7

1.7

15.4

2.1

2.8

2.8

52.7

1.9

0.6

0 20 40 60 80 100
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「誰にも相談していない」の割合が、男性に比べ、女性

で「家族」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、男女ともに「誰にも相談していない」の割合が、女性で

「家族」の割合が増加しています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

家
族 

先
生
や
職
場
の
上
司 

友
人
や
先
輩
・
後
輩 

公
的
な
相
談
窓
口 

警
察 

ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
な
ど
で 

誰
に
も
相
談
し
て
い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

186 25.8 1.1 14.0 1.1 1.6 3.2 62.9 1.1 0.5 

     女性 277 40.4 2.2 16.6 2.9 3.6 2.5 45.8 2.5 0.7 

平成28年度調査 
男性 

433 21.9 2.5 15.9 3.9 3.0 3.5 39.0 2.1 24.5 

女性 659 31.3 1.7 17.8 2.9 1.5 1.7 27.8 2.6 29.6 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「友人や先

輩・後輩」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

家
族 

先
生
や
職
場
の
上
司 

友
人
や
先
輩
・
後
輩 

公
的
な
相
談
窓
口 

警
察 

ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
な
ど
で 

誰
に
も
相
談
し
て
い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 2 50.0 － － － － － 50.0 － － 

親和群 53 35.8 1.9 20.8 3.8 3.8 5.7 49.1 1.9 － 

一般群 400 35.0 1.8 15.3 2.0 2.8 2.3 53.3 2.0 － 
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（４） 現在の人間関係や悩み事について 

問14 あなたは、親友と呼べる友人がいますか。（○は１つだけ） 

「いる」の割合が78.0％、いないの割合が「21.9％」となっています。平成28年度調査と比

較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別・経年比較】 

男女別でみると、大きな差異はみられません。 

また、平成28年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「いない」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる いない 無回答

N =

令和３年度調査 881

平成28年度調査 1,114

78.0

79.4

21.9

19.5

0.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 368

女性 507

平成28年度調査 男性 440

女性 668

75.5

79.9

77.5

80.8

24.5

19.9

21.6

18.1

0.2

0.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

70.1

79.2

100.0

29.9

20.7 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%



33 

問15 その人はどのような人ですか次のうちからあてはまるものを選んでください。

（○はいくつでも） 

「学生のときに知り合った友人」が86.9％と最も高く、次いで「職場で知り合った友人」の割

合が 21.8％、「幼なじみ」の割合が 21.3％となっています。平成 28 年度調査と比較すると、大

きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

学生のときに知り合った友人

職場で知り合った友人

趣味など、学校や職場以外
で知り合った友人

幼なじみ

ネット上で知り合った友人

その他

無回答

86.9

21.8

10.6

21.3

2.3

1.6

－

87.5

23.1

13.3

23.5

2.5

2.4

0.1

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（N = 687）

平成28年度調査
（N = 885）
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、大きな差異はみられません。 

また、平成28年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

学
生
の
と
き
に
知
り
合
っ
た
友
人 

職
場
で
知
り
合
っ
た
友
人 

趣
味
な
ど
、
学
校
や
職
場
以
外
で
知

り
合
っ
た
友
人 

幼
な
じ
み 

ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ
た
友
人 

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査  男性 278 85.6 22.3 8.6 23.7 2.2 0.7 － 

女性 405 87.7 21.7 12.1 19.5 2.5 2.2 － 

平成 28 年度調査 男性 341 85.6 24.3 12.6 25.5 2.1 － － 

女性 540 88.5 22.4 13.9 22.4 2.8 3.9 0.2 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、親和群に比べ、一般群で「幼なじみ」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

学
生
の
と
き
に
知
り
合
っ
た
友
人 

職
場
で
知
り
合
っ
た
友
人 

趣
味
な
ど
、
学
校
や
職
場
以
外
で
知

り
合
っ
た
友
人 

幼
な
じ
み 

ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ
た
友
人 

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 － － － － － － － － 

親和群 61 85.2 23.0 14.8 16.4 4.9 3.3 － 

一般群 612 87.1 21.2 10.3 21.7 2.0 1.5 － 
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問16 あなたは、家族とは仲が良いと思いますか。（○は１つだけ） 

「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた“思う”の割合が95.0％、「あまりそう思わない」

と「そう思わない」を合わせた“思わない”の割合が4.4％となっています。平成28年度調査と

比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別・経年比較】 

男女別でみると、大きな差異はみられません。 

また、平成28年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

令和３年度調査 881

平成28年度調査 1,114

73.8

73.8

21.2

20.8

3.4

3.8

1.0

1.2

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 368

女性 507

平成28年度調査 男性 440

女性 668

70.4

76.3

69.5

76.8

23.6

19.7

24.1

18.6

4.1

2.8

4.1

3.6

1.1

0.8

1.6

0.9

0.8

0.4

0.7

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

33.3

62.1

75.2

66.7

32.2

19.9

3.4

3.4

2.3

0.9
0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問17 あなたはふだん悩み事を誰かに相談したいと思いますか。（○は１つだけ） 

「非常に思う」と「思う」と「少し思う」を合わせた“思う”の割合が 85.0％、「思わない」

の割合が14.4％となっています。 

平成28年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別・経年比較】 

男女別でみると、男性に比べ、女性で“思う”の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で“思う”の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

非常に思う 思う 少し思う 思わない 無回答

N =

令和３年度調査 881

平成28年度調査 1,114

21.8

20.1

35.8

36.8

27.4

25.5

14.4

17.1

0.7

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 368

女性 507

平成28年度調査 男性 440

 女性 668

14.4

27.2

11.1

26.2

30.4

39.4

30.9

40.6

31.5

24.7

31.8

21.6

23.1

7.9

25.5

11.5

0.5

0.8

0.7

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

33.3

27.6

21.2

35.6

35.4

33.3

27.6

27.7

33.3

9.2

15.1 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問18 あなたはふだん悩み事を誰に相談しますか。（○は１つだけ） 

「配偶者・パートナー」の割合が27.8％と最も高く、次いで「友人・知人」の割合が21.5％、

「親」の割合が16.7％となっています。平成28年度調査と比較すると、「配偶者・パートナー」

の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

親

きょうだい

友人・知人

配偶者・パートナー

祖父母

学校の先生

職場の同僚・上司

カウンセラー・精神科医

県・市などの専門機関の人

ネット上の知り合い

その他

誰にも相談しない

無回答

16.7

2.8

21.5

27.8

0.6

0.0

4.3

0.3

0.0

0.7

1.0

9.8

14.5

15.4

2.2

19.7

21.1

0.0

0.0

2.6

0.4

0.1

0.4

1.1

11.8

25.3

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（N = 881）

平成28年度調査

（N = 1,114）
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「誰にも相談しない」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、男女ともに「配偶者・パートナー」の割合が増加してい

ます。一方、男性で「誰にも相談しない」の割合が減少しています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

親 き
ょ
う
だ
い 

友
人
・
知
人 

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー 

祖
父
母 

学
校
の
先
生 

職
場
の
同
僚
・
上
司 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
精
神
科
医 

県
・
市
な
ど
の
専
門
機
関
の
人 

ネ
ッ
ト
上
の
知
り
合
い 

そ
の
他 

誰
に
も
相
談
し
な
い 

無
回
答 

令和３年度調査 男性 368 14.7 1.4 22.3 28.3 1.1 － 5.7 0.5 － － 1.4 13.0 11.7 

           女性 507 18.3 3.9 21.1 27.6 0.2 － 3.2 0.2 － 1.2 0.8 7.3 16.2 

平成 28 年度調査 男性 440 14.5 0.9 19.3 21.8 － － 3.6 － － 0.7 1.1 18.6 19.3 

            女性 668 16.2 3.0 20.1 20.7 － － 1.8 0.6 0.1 0.1 1.0 7.2 29.2 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「親」の割

合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

親 き
ょ
う
だ
い 

友
人
・
知
人 

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー 

祖
父
母 

学
校
の
先
生 

職
場
の
同
僚
・
上
司 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
精
神
科
医 

県
・
市
な
ど
の
専
門
機
関
の
人 

ネ
ッ
ト
上
の
知
り
合
い 

そ
の
他 

誰
に
も
相
談
し
な
い 

無
回
答 

広義のひきこもり群 3 33.3 － － － － － － － － － － 66.7 － 

親和群 87 25.3 4.6 19.5 18.4 1.1 － 5.7 1.1 － 4.6 1.1 10.3 8.0 

一般群 773 15.8 2.7 22.1 29.0 0.5 － 4.3 0.3 － 0.3 0.9 9.4 14.7 
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問19 あなたが、現在の人間関係に関して不安に思っているものがあれば、次の中から

選んでください。（○はいくつでも） 

「職場（アルバイト先）での人間関係」の割合が28.7％と最も高く、次いで「家族関係」の割

合が13.5％、「恋愛のこと」の割合が8.5％となっています。平成28年度調査と比較すると、大

きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

家族関係

友人関係

職場（アルバイト先）での
人間関係

恋愛のこと

その他

無回答

13.5

8.2

28.7

8.5

12.3

40.3

13.6

8.6

25.9

9.1

12.5

43.2

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（N = 881）

平成28年度調査
（N = 1,114）
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、大きな差異はみられません。 

また、平成28年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

家
族
関
係 

友
人
関
係 

職
場
（
ア
ル
バ
イ
ト
先
）
で
の
人
間
関
係 

恋
愛
の
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査  男性 368 13.6 6.5 31.5 9.0 10.9 40.8 

女性 507 13.6 9.3 26.6 7.9 13.2 40.0 

平成 28 年度調査 男性 440 12.0 9.1 30.5 10.2 12.7 38.6 

女性 668 14.8 8.4 22.9 8.4 12.4 46.0 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「家族関係」

「友人関係」「職場（アルバイト先）での人間関係」「恋愛のこと」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

家
族
関
係 

友
人
関
係 

職
場
（
ア
ル
バ
イ
ト
先
）
で
の
人
間
関
係 

恋
愛
の
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 3 66.7 － － － － 33.3 

親和群 87 18.4 16.1 58.6 17.2 8.0 17.2 

一般群 773 12.7 7.4 25.6 7.4 12.9 42.6 
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問20 現在の状態（人間関係など置かれている環境や、不安に思っているもの・悩みな

ど）について、関係機関に相談したいと思いますか。（○は１つだけ） 

「非常に思う」と「思う」と「少し思う」を合わせた“思う”の割合が 25.4％、「思わない」

の割合が71.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【男女別】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「思わない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で“思う”の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

非常に思う 思う 少し思う 思わない 無回答

N =

令和３年度調査　男性 368

　　　　　　　　      女性 507

2.4

2.6

7.3

8.7

13.6

15.6

75.5

68.0

1.1

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

5.7

2.2

13.8

7.6

33.3

20.7

14.1

66.7

56.3

73.1

3.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

　 881
2.5
8.1

14.8 71.3 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問21 現在の状態について、関係機関に相談するとすれば、どのような機関なら、相談

したいと思いますか。（○はいくつでも） 

「親身に聴いてくれる」の割合が47.2％と最も高く、次いで「信頼できる人がいる」の割合が

45.7％、「無料で相談できる」の割合が38.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｎ＝881 ％

親身に聴いてくれる

信頼できる人がいる

すぐに対応してくれる

夜でも対応してくれる

自宅から近い

無料で相談できる

医学的な助言をくれる

心理学の専門家がいる

精神科医がいる

自宅に専門家が来てくれ
る

同じ悩みを持つ人と出会
える

あてはまるものはない

どのような機関にも相談
したくない

無回答

47.2

45.7

30.9

8.6

12.9

38.6

14.0

19.9

13.2

1.2

9.4

8.2

9.1

4.3

0 20 40 60 80 100



43 

【男女別】 

男女別でみると、男性に比べ、女性で「親身に聴いてくれる」「信頼できる人がいる」「すぐに

対応してくれる」「自宅から近い」「無料で相談できる」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

親
身
に
聴
い
て
く
れ
る 

信
頼
で
き
る
人
が
い
る 

す
ぐ
に
対
応
し
て
く
れ
る 

夜
で
も
対
応
し
て
く
れ
る 

自
宅
か
ら
近
い 

無
料
で
相
談
で
き
る 

医
学
的
な
助
言
を
く
れ
る 

令和３年度調査 男性 368 39.7 40.5 26.6 9.0 9.2 32.1 15.2 

女性 507 53.1 49.9 34.3 8.5 15.8 43.6 13.0 

 

区分 

心
理
学
の
専
門
家
が
い
る 

精
神
科
医
が
い
る 

自
宅
に
専
門
家
が
来
て
く

れ
る 

同
じ
悩
み
を
持
つ
人
と
出

会
え
る 

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い 

ど
の
よ
う
な
機
関
に
も
相

談
し
た
く
な
い 

無
回
答 

令和３年度調査 男性 17.4 12.2 1.1 7.6 9.8 10.6 3.5 

女性 21.9 14.0 1.4 10.7 6.9 7.7 4.9 
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【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「親身に聴

いてくれる」「信頼できる人がいる」「夜でも対応してくれる」「自宅から近い」「無料で相談でき

る」「心理学の専門家がいる」「精神科医がいる」「同じ悩みを持つ人と出会える」「どのような機

関にも相談したくない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

親
身
に
聴
い
て
く
れ
る 

信
頼
で
き
る
人
が
い
る 

す
ぐ
に
対
応
し
て
く
れ
る 

夜
で
も
対
応
し
て
く
れ
る 

自
宅
か
ら
近
い 

無
料
で
相
談
で
き
る 

医
学
的
な
助
言
を
く
れ
る 

広義のひきこもり群 3 － － － － － － － 

親和群 87 54.0 52.9 35.6 13.8 24.1 55.2 17.2 

一般群 773 46.7 45.4 31.0 8.3 11.6 37.5 13.6 

 

区分 

心
理
学
の
専
門
家
が
い
る 

精
神
科
医
が
い
る 

自
宅
に
専
門
家
が
来
て
く

れ
る 

同
じ
悩
み
を
持
つ
人
と
出

会
え
る 

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い 

ど
の
よ
う
な
機
関
に
も
相

談
し
た
く
な
い 

無
回
答 

広義のひきこもり群 33.3 33.3 － 33.3 － 66.7 － 

親和群 31.0 23.0 2.3 19.5 1.1 19.5 1.1 

一般群 18.8 12.2 1.0 8.2 9.1 7.8 4.3 
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問22 相談したくないと思う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

「行っても解決できないと思う」の割合が56.3％と最も高く、次いで「自分のことを知られた

くない」の割合が32.5％、「相手にうまく話せないと思う」の割合が20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｎ＝80 ％

自分のことを知られたくない

行っても解決できないと思う

何をきかれるか不安に思う

相手にうまく話せないと思う

行ったことを人に知られたくな
い

お金がかかると思う

相談機関が近くにない

その他

特に理由はない

無回答

32.5

56.3

7.5

20.0

6.3

2.5

2.5

16.3

13.8

－

0 20 40 60 80 100
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【男女別】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「特に理由はない」の割合が高くなっています。また、

男性に比べ、女性で「行っても解決できないと思う」「何をきかれるか不安に思う」「相手にうま

く話せないと思う」「行ったことを人に知られたくない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

自
分
の
こ
と
を
知
ら
れ
た

く
な
い 

行
っ
て
も
解
決
で
き
な
い

と
思
う 

何
を
き
か
れ
る
か
不
安
に

思
う 

相
手
に
う
ま
く
話
せ
な
い

と
思
う 

行
っ
た
こ
と
を
人
に
知
ら

れ
た
く
な
い 

お
金
が
か
か
る
と
思
う 

相
談
機
関
が
近
く
に
な
い 

そ
の
他 

特
に
理
由
は
な
い 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

39 30.8 41.0 5.1 10.3 2.6 2.6 2.6 15.4 25.6 － 

女性 39 33.3 69.2 10.3 30.8 10.3 2.6 2.6 17.9 2.6 － 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「行っても

解決できないと思う」「相手にうまく話せないと思う」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

自
分
の
こ
と
を
知
ら
れ
た

く
な
い 

行
っ
て
も
解
決
で
き
な
い

と
思
う 

何
を
き
か
れ
る
か
不
安
に

思
う 

相
手
に
う
ま
く
話
せ
な
い

と
思
う 

行
っ
た
こ
と
を
人
に
知
ら

れ
た
く
な
い 

お
金
が
か
か
る
と
思
う 

相
談
機
関
が
近
く
に
な
い 

そ
の
他 

特
に
理
由
は
な
い 

無
回
答 

広義のひきこもり群 2 50.0 50.0 50.0 100.0 － － － － － － 

親和群 17 23.5 82.4 － 23.5 － － 5.9 11.8 － － 

一般群 60 35.0 48.3 8.3 16.7 8.3 3.3 1.7 18.3 18.3 － 
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（５） 仕事に関することについて 

問23 あなたは現在は働いていますか。（○は１つだけ） 

「勤めている（正社員）」の割合が 48.7％と最も高く、次いで「勤めている（契約社員、派遣

社員又はパート・アルバイト（学生のアルバイトは除く））」の割合が 17.1％、「学生（予備校生

を含む）」の割合が15.0％となっています。平成28年度調査と比較すると、大きな変化はみられ

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

令和３年度調査 881

平成28年度調査 1,114

48.7

46.1

17.1

17.3

3.4

3.5

10.6

14.5

15.0

12.7

1.1

1.2

0.3

0.4

3.6

3.8

0.1

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤めている（正社員）

勤めている（契約社員、派遣社員又はパート・アルバイト（学生のアルバイトは除く））

自営業・自由業

専業主婦・主夫又は家事手伝い

学生（予備校生を含む）

その他

派遣会社などに登録しているが、現在は働いていない

無職

無回答
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「勤めている（正社員）」「学生（予備校生を含む）」の割

合が、男性に比べ、女性で「勤めている（契約社員、派遣社員又はパート・アルバイト（学生の

アルバイトは除く））」「専業主婦・主夫又は家事手伝い」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、女性で「専業主婦・主夫又は家事手伝い」の割合が低く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「勤めてい

る（契約社員、派遣社員又はパート・アルバイト（学生のアルバイトは除く））」「無職」の割合が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

令和３年度調査　男性 368

女性 507

平成28年度調査 男性 440

女性 668

63.3

38.3

61.1

36.1

6.8

24.9

8.2

23.4

4.3

2.6

5.9

1.9

18.1

0.2

24.0

19.8

11.2

18.6

8.8

1.4

1.0

1.1

1.2

0.5

0.2

0.7

0.3

3.8

3.6

3.4

4.0

0.2

0.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

43.7

49.5

23.0

16.4

3.4

3.4

6.9

11.0

12.6

15.4
1.3

1.1

0.3

100.0

9.2

2.6
0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤めている（正社員）

勤めている（契約社員、派遣社員又はパート・アルバイト（学生のアルバイトは除く））

自営業・自由業

専業主婦・主夫又は家事手伝い

学生（予備校生を含む）

その他

派遣会社などに登録しているが、現在は働いていない

無職

無回答
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問24 あなたは現在の雇用形態について不安なことはありますか。（○はいくつでも） 

「収入が少ない」の割合が54.3％と最も高く、次いで「不安なことはない」の割合が29.8％、

「立場が不安定」の割合が29.1％となっています。平成28年度調査と比較すると、大きな変化

はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

立場が不安定

収入が少ない

スキルアップが困難

金融機関等の信用を受
けにくい

周りからの評価や視線
が厳しい

その他

不安なことは無い

無回答

29.1

54.3

16.6

4.0

9.9

3.3

29.8

1.3

29.0

52.3

13.0

4.7

8.8

3.6

30.6

3.1

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（N = 151）

平成28年度調査
（N = 193）
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「スキルアップが困難」「金融機関等の信用を受けにくい」

「周りからの評価や視線が厳しい」「不安なことは無い」の割合が、男性に比べ、女性で「立場が

不安定」「収入が少ない」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、男性で「スキルアップが困難」「不安なことは無い」の

割合が、女性で「立場が不安定」「収入が少ない」の割合が高くなっています。一方、男性で「立

場が不安定」「収入が少ない」の割合が、女性で「不安なことは無い」の割合が減少しています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

立
場
が
不
安
定 

収
入
が
少
な
い 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
困
難 

金
融
機
関
等
の
信
用
を
受
け
に
く
い 

周
り
か
ら
の
評
価
や
視
線
が
厳
し
い 

そ
の
他 

不
安
な
こ
と
は
無
い 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

25 24.0 48.0 24.0 12.0 20.0 － 40.0 － 

女性 126 30.2 55.6 15.1 2.4 7.9 4.0 27.8 1.6 

平成28年度調査 
男性 

36 55.6 66.7 16.7 13.9 22.2 2.8 8.3 2.8 

女性 156 23.1 49.4 12.2 2.6 5.8 3.2 35.9 3.2 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「立場が不

安定」「収入が少ない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

立
場
が
不
安
定 

収
入
が
少
な
い 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
困
難 

金
融
機
関
等
の
信
用
を
受
け
に
く
い 

周
り
か
ら
の
評
価
や
視
線
が
厳
し
い 

そ
の
他 

不
安
な
こ
と
は
無
い 

無
回
答 

広義のひきこもり群 － － － － － － － － － 

親和群 20 45.0 70.0 20.0 － 10.0 5.0 15.0 － 

一般群 127 26.8 52.8 15.7 3.9 8.7 2.4 33.1 0.8 
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問25 あなたは、正社員として就職したいですか。（○は１つだけ） 

「このままでも良い」の割合が62.3％、「したい」の割合が37.1％と高くなっています。平成

28年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「したい」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、男性で「したい」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

したい このままでも良い 無回答

N =

令和３年度調査 151

平成28年度調査 193

37.1

37.3

62.3

61.1

0.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 25

女性 126

平成28年度調査 男性 36

女性 156

68.0

31.0

61.1

32.1

32.0

68.3

38.9

66.7

0.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 0

親和群 20

一般群 127

40.0

36.2

60.0

63.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問26 あなたが、現在の雇用形態のままでも良いと考える理由であてはまるものを選ん

でください。（○はいくつでも） 

「時間の融通がきくから」の割合が61.7％と最も高く、次いで「主に家事や育児をしているか

ら」の割合が48.9％、「あまり責任を感じずに済むから」の割合が30.9％となっています。平成

28 年度調査と比較すると、「定職にしたいと思う仕事が無いから」の割合が増加しています。一

方、「時間の融通がきくから」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

令和３年度調査

（N = 94）

平成28年度調査
（N = 118）

％

時間の融通がきくから

好きな仕事ができるから

仕事以外にやりたいことがあ
るから

あまり責任を感じずに済むか
ら

定職にしたいと思う仕事が無
いから

今のままでも十分に収入が
あるから

主に家事や育児をしているか
ら

その他

無回答

61.7

19.1

24.5

30.9

11.7

4.3

48.9

10.6

3.2

69.5

18.6

24.6

26.3

5.9

5.1

51.7

11.9

－

0 20 40 60 80 100
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【男女別・経年比較】 

平成28年度調査と比較すると、女性で「定職にしたいと思う仕事が無いから」「あまり責任を

感じずに済むから」の割合が増加しています。一方、「時間の融通がきくから」「主に家事や育児

をしているから」の割合が減少しています。 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

時
間
の
融
通
が
き
く
か
ら 

好
き
な
仕
事
が
で
き
る
か
ら 

仕
事
以
外
に
や
り
た
い
こ
と

が
あ
る
か
ら 

あ
ま
り
責
任
を
感
じ
ず
に
済

む
か
ら 

定
職
に
し
た
い
と
思
う
仕
事

が
無
い
か
ら 

今
の
ま
ま
で
も
十
分
に
収
入

が
あ
る
か
ら 

主
に
家
事
や
育
児
を
し
て
い

る
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

8 25.0 12.5 37.5 － － 12.5 － 25.0 12.5 

女性 86 65.1 19.8 23.3 33.7 12.8 3.5 53.5 9.3 2.3 

平成 28 年度調査 
男性 

14 42.9 21.4 42.9 35.7 21.4 7.1 － 14.3 － 

女性 104 73.1 18.3 22.1 25.0 3.8 4.8 58.7 11.5 － 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、一般群に比べ、親和群で「時間の融通がきくから」「好きな仕事がで

きるから」「仕事以外にやりたいことがあるから」「あまり責任を感じずに済むから」「定職にした

いと思う仕事が無いから」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

時
間
の
融
通
が
き
く
か
ら 

好
き
な
仕
事
が
で
き
る
か
ら 

仕
事
以
外
に
や
り
た
い
こ
と

が
あ
る
か
ら 

あ
ま
り
責
任
を
感
じ
ず
に
済

む
か
ら 

定
職
に
し
た
い
と
思
う
仕
事

が
無
い
か
ら 

今
の
ま
ま
で
も
十
分
に
収
入

が
あ
る
か
ら 

主
に
家
事
や
育
児
を
し
て
い

る
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 － － － － － － － － － － 

親和群 12 66.7 33.3 41.7 50.0 41.7 － 41.7 － － 

一般群 81 60.5 16.0 22.2 28.4 7.4 3.7 49.4 12.3 3.7 
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問27 あなたは現在就職活動や、進学のための勉強などをしていますか。 

（○は１つだけ） 

「している」の割合が51.4％、「していない」の割合が45.7％と高くなっています。平成28年

度調査と比較すると、「している」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「している」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、男女ともに「している」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

有効回答数が少ないため、コメントは控えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

している していない 無回答

N =

令和３年度調査 35

平成28年度調査 47

51.4

40.4

45.7

57.4

2.9

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 16

女性 19

平成28年度調査 男性 18

女性 29

56.3

47.4

44.4

37.9

43.8

47.4

50.0

62.1

5.3

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 9

一般群 22

66.7

54.5

100.0

33.3

40.9 4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問28 あなたは現在仕事をしたいと思っていますか。（○は１つだけ） 

「仕事をしたい」の割合が71.4％、「仕事をしたくない」の割合が28.6％と高くなっています。

平成28年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「仕事をしたい」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、女性で「仕事をしたくない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

有効回答数が少ないため、コメントは控えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仕事をしたい 仕事をしたくない 無回答

N =

令和３年度調査 35

平成28年度調査 47

71.4

74.5

28.6

25.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 16

女性 19

平成28年度調査 男性 18

女性 29

81.3

63.2

83.3

69.0

18.8

36.8

16.7

31.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 9

一般群 22

33.3

77.8

72.7

66.7

22.2

27.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（６） 結婚・将来のことについて 

問30 あなたは現在配偶者がいますか。（○は１つだけ） 

「いる」の割合が 50.9％、「いない」の割合が 49.0％と高くなっています。平成 28 年度調査

と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別・経年比較】 

男女別でみると、男性に比べ、女性で「いる」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「いない」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる いない 無回答

N =

令和３年度調査 881

平成28年度調査 1,114

50.9

51.4

49.0

48.0

0.1

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 368

女性 507

平成28年度調査 男性 440

女性 668

45.1

55.2

45.9

55.2

54.9

44.6

53.9

44.2

0.2

0.2

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

27.6

53.7

100.0

72.4

46.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問31 あなたは、現在の配偶者とどのようなきっかけでお知り合いになりましたか。最

もあてはまると思うものを次のうちから選んでください。（○は１つだけ） 

「職場・アルバイト先」の割合が32.8％と最も高く、次いで「友人や兄弟を通じて」の割合が

21.0％、「学校」の割合が13.6％となっています。平成28年度調査と比較すると、「友人や兄弟

を通じて」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

学校

部活・サークル・クラブ活動等

職場・アルバイト先

幼なじみ・隣人関係

地域の活動・ボランティア活
動

友人や兄弟を通じて

見合い（親戚・上司の紹介も
含む）

合コンやパーティー

結婚相談所

街中や旅行先

インターネット・SNS

その他

無回答

13.6

5.4

32.8

0.7

0.4

21.0

1.8

10.9

0.7

1.8

7.1

3.3

0.4

10.6

6.3

33.5

1.4

0.5

27.2

0.9

9.4

1.4

1.4

4.0

3.0

0.3

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（N = 448）

平成28年度調査

（N = 573）
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「学校」の割合が、男性に比べ、女性で「職場・アルバ

イト先」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、男性で「学校」の割合が増加しています。一方で、女性

で「友人や兄弟を通じて」の割合が減少しています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

学
校 

部
活
・
サ
ー
ク
ル
・
ク
ラ
ブ
活
動
等 

職
場
・
ア
ル
バ
イ
ト
先 

幼
な
じ
み
・
隣
人
関
係 

地
域
の
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

友
人
や
兄
弟
を
通
じ
て 

見
合
い
（
親
戚
・
上
司
の
紹
介
も
含
む
） 

合
コ
ン
や
パ
ー
テ
ィ
ー 

結
婚
相
談
所 

街
中
や
旅
行
先 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・S

N
S  

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査 男性 166 17.5 6.0 28.3 0.6 0.6 22.3 0.6 13.9 0.6 1.8 6.0 1.8 － 

           女性 280 11.4 5.0 35.7 0.7 0.4 20.0 2.5 9.3 0.7 1.8 7.5 4.3 0.7 

平成 28 年度調査 男性 202 10.4 8.9 31.2 2.5 1.0 26.2 － 9.9 1.0 1.5 4.0 3.0 0.5 

            女性 369 10.8 4.9 35.0 0.8 0.3 27.4 1.4 9.2 1.6 1.4 4.1 3.0 0.3 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「職場・ア

ルバイト先」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

学
校 

部
活
・
サ
ー
ク
ル
・
ク
ラ
ブ
活
動
等 

職
場
・
ア
ル
バ
イ
ト
先 

幼
な
じ
み
・
隣
人
関
係 

地
域
の
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

友
人
や
兄
弟
を
通
じ
て 

見
合
い
（
親
戚
・
上
司
の
紹
介
も
含
む
） 

合
コ
ン
や
パ
ー
テ
ィ
ー 

結
婚
相
談
所 

街
中
や
旅
行
先 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・S

N
S  

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 － － － － － － － － － － － － － － 

親和群 24 12.5 8.3 41.7 － － 20.8 － 4.2 － － 4.2 8.3 － 

一般群 415 13.7 5.1 32.0 0.7 0.5 20.7 1.9 11.6 0.7 1.9 7.5 3.1 0.5 
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問32 あなたは、現在交際しているパートナーはいますか。（○は１つだけ） 

「いない」の割合が 70.1％、「いる」の割合が 27.5％となっています。平成 28 年度調査と比

較すると、「いる」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別・経年比較】 

男女別でみると、大きな差異はみられません。 

また、平成28年度調査と比較すると、男女ともに「いる」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる いない 無回答

N =

令和３年度調査 432

平成28年度調査 535

27.5

57.4

70.1

41.9

2.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 202

女性 226

平成28年度調査　男性 237

女性 295

25.2

28.8

56.1

58.6

71.8

69.5

43.0

40.7

3.0

1.8

0.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 63

一般群 358

25.4

28.2

100.0

71.4

69.8

3.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問33 あなたは、いつかは結婚して家庭を持ちたいと思いますか。（○は１つだけ） 

「はい」の割合が59.7％、「いいえ」の割合が13.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【男女別】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「いいえ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「いいえ」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい いいえ 無回答

N =

　 881 59.7 13.6 26.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 368

 女性 507

60.9

58.6

16.8

11.4

22.3

30.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

56.3

60.5

100.0

29.9

11.5

13.8

27.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問34 あなたが現在結婚について抱いている不安として、当てはまるものを次のうちか

ら選んでください。（○はいくつでも） 

「経済的な面」の割合が50.4％と最も高く、次いで「適当な相手にめぐりあえるか」の割合が

44.1％、「自分の自由な時間をもてるか」の割合が27.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｎ＝526 ％

適当な相手にめぐりあえ
るか

経済的な面

自分の自由な時間をもて
るか

家族を持つ責任が重いこ
と

家事の分担について

自分の雇用が安定しな
いこと

仕事（学業）と両立できる
か

親や周囲が同意しないこ
と

同性間の婚姻が法的に
認められていないこと

その他

無回答

44.1

50.4

27.4

20.0

18.1

8.7

16.0

2.9

1.3

7.6

9.3

0 20 40 60 80 100
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【男女別】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「経済的な面」の割合が、男性に比べ、女性で「家事の

分担について」「仕事（学業）と両立できるか」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

適
当
な
相
手
に
め
ぐ
り
あ
え
る
か 

経
済
的
な
面 

自
分
の
自
由
な
時
間
を
も
て
る
か 

家
族
を
持
つ
責
任
が
重
い
こ
と 

家
事
の
分
担
に
つ
い
て 

自
分
の
雇
用
が
安
定
し
な
い
こ
と 

仕
事
（
学
業
）
と
両
立
で
き
る
か 

親
や
周
囲
が
同
意
し
な
い
こ
と 

同
性
間
の
婚
姻
が
法
的
に
認
め
ら

れ
て
い
な
い
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

224 43.3 55.4 27.7 21.0 12.9 9.8 12.1 3.6 0.9 6.7 7.6 

女性 297 45.5 47.1 27.3 18.9 22.2 8.1 19.2 2.4 1.0 8.1 10.4 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「適当な相

手にめぐりあえるか」「経済的な面」「自分の自由な時間をもてるか」「家族を持つ責任が重いこ

と」「家事の分担について」「自分の雇用が安定しないこと」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

適
当
な
相
手
に
め
ぐ
り
あ
え
る
か 

経
済
的
な
面 

自
分
の
自
由
な
時
間
を
も
て
る
か 

家
族
を
持
つ
責
任
が
重
い
こ
と 

家
事
の
分
担
に
つ
い
て 

自
分
の
雇
用
が
安
定
し
な
い
こ
と 

仕
事
（
学
業
）
と
両
立
で
き
る
か 

親
や
周
囲
が
同
意
し
な
い
こ
と 

同
性
間
の
婚
姻
が
法
的
に
認
め
ら

れ
て
い
な
い
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 － － － － － － － － － － － － 

親和群 49 53.1 65.3 34.7 34.7 24.5 16.3 16.3 4.1 － 8.2 4.1 

一般群 468 43.2 48.3 26.7 17.5 17.1 7.5 16.0 2.8 1.5 7.7 9.8 
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問35 あなたが結婚したくないと考える理由を次のうちからお答えください。 

（○はいくつでも） 

「自分の自由な時間をもてないから」の割合が40.0％と最も高く、次いで「家族を持つ責任が

重いから」の割合が36.7％、「経済的な面」の割合が30.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 120 ％

適当な相手にめぐりあわ
ないから

経済的な面

自分の自由な時間をもて
ないから

家族を持つ責任が重い
から

家事の分担があるから

自分の雇用が安定して
いないから

仕事（学業）と両立できな
いから

親や周囲が同意しない
から

同性間の婚姻が法的に
認められていないこと

その他

無回答

24.2

30.8

40.0

36.7

5.8

10.8

7.5

1.7

1.7

26.7

5.0

0 20 40 60 80 100
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【男女別】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「経済的な面」の割合が、男性に比べ、女性で「自分の

自由な時間をもてないから」「家事の分担があるから」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

適
当
な
相
手
に
め
ぐ
り
あ
わ
な
い
か
ら 

経
済
的
な
面 

自
分
の
自
由
な
時
間
を
も
て
な
い
か
ら 

家
族
を
持
つ
責
任
が
重
い
か
ら 

家
事
の
分
担
が
あ
る
か
ら 

自
分
の
雇
用
が
安
定
し
て
い
な
い
か
ら 

仕
事
（
学
業
）
と
両
立
で
き
な
い
か
ら 

親
や
周
囲
が
同
意
し
な
い
か
ら 

同
性
間
の
婚
姻
が
法
的
に
認
め
ら
れ
て

い
な
い
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

62 24.2 46.8 37.1 38.7 1.6 12.9 6.5 3.2 － 16.1 4.8 

女性 58 24.1 13.8 43.1 34.5 10.3 8.6 8.6 － 3.4 37.9 5.2 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「経済的な

面」「自分の自由な時間をもてないから」「家族を持つ責任が重いから」「自分の雇用が安定してい

ないから」「仕事（学業）と両立できないから」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

適
当
な
相
手
に
め
ぐ
り
あ
わ
な
い
か
ら 

経
済
的
な
面 

自
分
の
自
由
な
時
間
を
も
て
な
い
か
ら 

家
族
を
持
つ
責
任
が
重
い
か
ら 

家
事
の
分
担
が
あ
る
か
ら 

自
分
の
雇
用
が
安
定
し
て
い
な
い
か
ら 

仕
事
（
学
業
）
と
両
立
で
き
な
い
か
ら 

親
や
周
囲
が
同
意
し
な
い
か
ら 

同
性
間
の
婚
姻
が
法
的
に
認
め
ら
れ
て

い
な
い
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 3 33.3 33.3 － 33.3 － 33.3 － － － 33.3 － 

親和群 26 11.5 38.5 50.0 53.8 7.7 23.1 23.1 － 3.8 26.9 － 

一般群 89 25.8 29.2 38.2 31.5 4.5 6.7 3.4 2.2 1.1 25.8 6.7 
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問36 夢を持つことについて、次の項目ごとにあなたの考えに最もあてはまるものをそ

れぞれお答えください。（○は各項目につき１つ） 

『Ａ．夢や希望を持つことは大切なことだと思う』『Ｆ．夢や希望に向かって頑張るということ

は大切なことだと思う』で「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた“思う”の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｎ＝881 N =

Ａ．夢や希望を持つこと
　　は大切なことだと思う

Ｂ．夢や希望を持つなら
　　実現できる程度がよ
　　い

Ｃ．夢や希望を持つこと
　　はかっこいいと思う

Ｄ．夢や希望を持っても
　　しかたがない

Ｅ．夢や希望を持つなら
　　大きい方がいいと思
　　う
Ｆ．夢や希望に向かって
　　頑張るということは大
　　切なことだと思う

Ｇ．将来の夢はなんとし
　　 てでも叶えたい

74.0

21.5

58.9

3.1

21.9

71.4

19.1

22.2

43.8

28.7

5.7

36.8

24.9

50.1

2.6

27.1

8.7

38.6

33.4

2.0

25.9

0.7

7.0

3.0

52.0

7.2

0.9

4.2

0.5

0.6

0.7

0.7

0.8

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答
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問37 あなたが将来に関することで不安に思っていることがあれば、次のうちから選ん

でください。（○はいくつでも） 

「経済的なこと」の割合が59.6％と最も高く、次いで「健康のこと」の割合が45.5％、「就職

のこと」の割合が24.5％となっています。平成28年度調査と比較すると、大きな変化はみられ

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

就職のこと

進学のこと

結婚のこと

健康のこと

経済的なこと

その他

無回答

24.5

2.2

21.2

45.5

59.6

9.1

7.8

20.1

3.5

24.5

40.9

64.3

11.8

8.8

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（N = 881）

平成28年度調査
（N = 1,114）
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、男性に比べ、女性で「健康のこと」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、男性で「健康のこと」が、女性で「就職のこと」の割合

が増加しています。一方で、女性で「経済的なこと」の割合が減少しています。 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

就
職
の
こ
と 

進
学
の
こ
と 

結
婚
の
こ
と 

健
康
の
こ
と 

経
済
的
な
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査   男性 368 26.6 3.0 20.1 42.7 59.0 7.3 10.3 

女性 507 23.1 1.6 22.1 47.7 60.0 10.3 5.7 

平成 28 年度調査 男性 440 23.9 3.6 24.3 37.3 61.6 9.5 8.6 

女性 668 17.8 3.4 24.9 43.6 65.9 13.3 8.8 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「就職のこ

と」「結婚のこと」「健康のこと」「経済的なこと」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

就
職
の
こ
と 

進
学
の
こ
と 

結
婚
の
こ
と 

健
康
の
こ
と 

経
済
的
な
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 3 66.7 － － 66.7 66.7 － － 

親和群 87 41.4 2.3 31.0 54.0 75.9 13.8 3.4 

一般群 773 22.5 2.2 20.2 44.6 58.3 8.7 8.2 
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（７） あなた自身のことについて 

問38 次にあげられたことについて、あなた自身にあてはまる数字に○をつけてくださ

い。（○は各項目につき１つ） 

『Ｍ．自分の生活のことで人から干渉されたくない』で「はい」と「どちらかといえばはい」

を合わせた“はい”の割合が高くなっています。また、『Ｆ．大事なことを決めるときは、親や教

師の言うことに従わないと不安だ』『Ｒ．自殺を考えたことがある』で「どちらかといえばいい

え」と「いいえ」を合わせた“いいえ”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい どちらかといえばはい

どちらかといえばいいえ いいえ

無回答

Ｎ＝881

Ａ．自分に自信がある

Ｂ．いろいろなことに積極的に挑戦
　　することができる

Ｃ．自分のことが好き

Ｄ．自分の欠点や失敗を少しでも悪
　　 く言われると、ひどく動揺する

Ｅ．人といると、馬鹿にされたり軽く
　　扱われはしないかと不安になる

Ｆ．大事なことを決めるときは、親や
　　教師の言うことに従わないと不
　　安だ

Ｇ．大事なことを自分ひとりで決め
　　てしまうのは不安だ

Ｈ．自分の目標はなんとしてでも叶
　　えたい

Ｉ．人とのつきあい方が不器用なの
　 ではないかと悩む

Ｊ．自分の感情を表に出すのが苦
　　手だ

Ｋ．周りの人ともめごとが起こったと
　　 き、どうやって解決したらいいか
　　 わからない

Ｌ．たとえ親であっても自分のやり
　　たいことに口出ししないで欲しい

Ｍ．自分の生活のことで人から干
　　 渉されたくない

Ｎ．家や自室に閉じこもっていて外
　　に出ない人たちの気持ちがわか
　　る

Ｏ．自分も、家や自室に閉じこもり
　　 たいと思うことがある

Ｐ．嫌な出来事があると、外に出た
　　くなくなる

Ｑ．理由があるなら家や自室に閉じ
　　 こもるのは  仕方がないと思う

Ｒ．自殺を考えたことがある

11.1

19.4

21.8

24.2

14.3

3.3

18.2

18.4

22.7

18.4

9.2

28.8

35.3

22.2

19.1

18.2

31.0

14.9

33.1

39.4

41.0

37.9

28.4

20.8

37.6

48.7

30.5

30.2

26.2

38.9

45.5

31.7

24.1

24.6

43.8

12.7

37.9

29.2

24.4

25.0

27.8

35.6

22.2

26.2

22.9

26.0

37.8

23.6

12.9

26.3

25.1

27.8

16.7

13.7

17.7

11.8

12.4

12.6

28.9

39.7

21.5

6.2

23.2

24.9

26.2

8.1

5.7

19.1

31.2

28.9

7.8

58.2

0.1

0.2

0.5

0.3

0.6

0.6

0.6

0.5

0.7

0.6

0.6

0.6

0.6

0.7

0.6

0.5

0.7

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（８） 公共施設・関係機関や政策について 

問39 あなたは、若者向けにどんな場所がもっと川西市にあればよいと思いますか。

（○は３つまで） 

「思いっきり身体を動かせる場所」の割合が59.5％と最も高く、次いで「趣味仲間が自由に集

まれる場所」の割合が39.2％、「静かに勉強したり本が読める場所」の割合が31.6％となってい

ます。平成28年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

大きな音（楽器演奏など）
を出してもよい場所

思いっきり身体を動かせ
る場所

気軽におしゃべりできる
場所

自分の悩み相談に乗っ
てくれる場所

趣味仲間が自由に集ま
れる場所

インターネットが自由に
使える場所

静かに勉強したり本が読
める場所

その他

無回答

21.9

59.5

29.6

16.8

39.2

18.2

31.6

7.9

5.3

22.2

60.3

27.9

14.3

36.9

13.6

30.3

11.1

4.7

0 20 40 60 80 100
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「思いっきり身体を動かせる場所」「趣味仲間が自由に集

まれる場所」の割合が、男性に比べ、女性で「気軽におしゃべりできる場所」「自分の悩み相談に

乗ってくれる場所」の割合が高くなっています。 

また、平成28年度調査と比較すると、女性で「インターネットが自由に使える場所」の割合が

高くなっています。 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

大
き
な
音
（
楽
器
演
奏
な
ど
）
を
出
し
て

も
よ
い
場
所 

思
い
っ
き
り
身
体
を
動
か
せ
る
場
所 

気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
場
所 

自
分
の
悩
み
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
場
所 

趣
味
仲
間
が
自
由
に
集
ま
れ
る
場
所 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
自
由
に
使
え
る
場
所 

静
か
に
勉
強
し
た
り
本
が
読
め
る
場
所 

そ
の
他 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

368 24.2 67.1 22.8 12.5 43.2 16.6 29.1 7.6 2.7 

女性 507 20.1 54.4 34.7 20.1 36.3 19.3 33.7 8.3 6.7 

平成28年度調査 
男性 

440 23.9 65.0 22.3 12.0 41.4 15.0 29.1 8.9 4.3 

女性 668 21.3 57.5 31.9 15.7 34.0 12.7 31.1 12.7 4.6 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「大きな音

（楽器演奏など）を出してもよい場所」「自分の悩み相談に乗ってくれる場所」の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

大
き
な
音
（
楽
器
演
奏

な
ど
）
を
出
し
て
も
よ

い
場
所 

思
い
っ
き
り
身
体
を

動
か
せ
る
場
所 

気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り

で
き
る
場
所 

自
分
の
悩
み
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
場
所 

趣
味
仲
間
が
自
由
に

集
ま
れ
る
場
所 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

自
由
に
使
え
る
場
所 

静
か
に
勉
強
し
た
り

本
が
読
め
る
場
所 

そ
の
他 

無
回
答 

広義のひきこもり群 3 66.7 － － 33.3 － 66.7 33.3 － － 

親和群 87 28.7 41.4 32.2 28.7 39.1 16.1 35.6 9.2 4.6 

一般群 773 20.7 61.7 29.6 15.8 39.5 18.1 31.3 7.9 5.3 
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問40 あなたは、こどもや若者の悩みや聞いてほしいことがあったときに相談できる、

川西市の「こども・若者ステーション」を知っていますか。（○は１つだけ） 

「知っている」の割合が18.7％、「知らない」の割合が80.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別】 

男女別でみると、男性に比べ、女性で「知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「知らない」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている 知らない 無回答

N =

　 881 18.7 80.6 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 368

女性 507

13.6

22.5

85.3

77.1

1.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

33.3

9.2

19.7

66.7

90.8

79.9 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問41 あなたは、現在もしくは過去に何らかの支援を受けたことはありますか。 

（○は１つだけ） 

「受けたことがある」の割合が7.4％、「受けたことがない」の割合が90.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別】 

男女別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「受けたこ

とがある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受けたことがある 受けたことがない 無回答

N =

　 881 7.4 90.0 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 368

女性 507

4.9

8.9

91.8

89.0

3.3

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

33.3

13.8

6.6

33.3

85.1

90.9

33.3

1.1

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問42 あなたは、その支援をどこで知りましたか。（○はいくつでも） 

「家族」の割合が35.4％と最も高く、次いで「学校や職場」の割合が21.5％、「ホームページ」

の割合が20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N＝65 ％

家族

ポスター・パンフレット

ホームページ

ＳＮＳ

友人

学校や職場

その他

わからない

無回答

35.4

16.9

20.0

3.1

4.6

21.5

21.5

6.2

1.5

0 20 40 60 80 100
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【男女別】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「家族」「ポスター・パンフレット」の割合が高くなって

います。また、男性に比べ、女性で「ホームページ」「学校や職場」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

家
族 

ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ 

友
人 

学
校
や
職
場 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

18 55.6 22.2 16.7 － 5.6 16.7 11.1 5.6 5.6 

女性 45 24.4 13.3 22.2 4.4 4.4 24.4 26.7 6.7 － 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「友人」の

割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

家
族 

ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ 

友
人 

学
校
や
職
場 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

広義のひきこもり群 1 － 100.0 － － － － － － － 

親和群 12 33.3 8.3 16.7 － 16.7 25.0 33.3 － － 

一般群 51 37.3 17.6 19.6 3.9 2.0 21.6 19.6 7.8 2.0 
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問43 あなたは、今後困っている子どもや若者を支援したいと思いますか。 

（○は１つだけ） 

「思う」の割合が46.2％と最も高く、次いで「わからない」の割合が45.4％、「思わない」の

割合が6.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別】 

男女別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

思う 思わない わからない 無回答

N =

　 881 46.2 6.8 45.4 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

令和３年度調査　男性 368

女性 507

43.5

48.1

9.0

5.1

45.7

45.4

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

広義のひきこもり群 3

親和群 87

一般群 773

47.1

46.6

10.3

6.6

100.0

42.5

45.3 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問44 あなたは、川西市が取り組む青少年や若者の政策にどんなことを望みますか。

（○は３つまで） 

「いじめや虐待などの悩みを相談できる窓口を充実させ、支援する」の割合が39.0％と最も高

く、次いで「経済的な困難を抱えている家庭を支援する」の割合が 33.7％、「放課後などに気軽

に行ける安全な居場所を提供する」の割合が33.3％となっています。平成28年度調査と比較す

ると、「経済的な困難を抱えている家庭を支援する」「いじめや虐待などの悩みを相談できる窓口

を充実させ、支援する」の割合が増加しています。一方、「多様な授業（国際交流等）を取り入れ

るなど、学校教育を充実させる」「薬物やたばこなどの有害なものから子どもたちを守り、非行や

犯罪防止につとめる」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 28 年度調査では「ヤングケアラーの子どもたちを支援する」「ニートや引きこもりに関する相談や支

援を充実させる」の選択肢はありませんでした。 

  

令和３年度調査

（N = 881）

平成28年度調査
（N = 1,114）

％

青少年や若者が参加できるイベントや意見を発
表できる機会をつくり、情報を提供する

地域活動や体験活動などの社会参加を通じて、家
庭・学校・地域がともに青少年を育成するまちづくり

をする

青少年や若者中心のイベントやボランティアな
どの自主的な活動を支援する

子どもから大人まで、青少年活動のリーダーと
なる人を養成する

経済的な困難を抱えている家庭を支援する

いじめや虐待などの悩みを相談できる窓口を充
実させ、支援する

放課後などに気軽に行ける安全な居場所を提
供する

多様な授業（国際交流等）を取り入れるなど、
学校教育を充実させる

薬物やたばこなどの有害なものから子どもたち
を守り、非行や犯罪防止につとめる

インターネットの適正な利用について学ぶ機会
を充実させる

就職に向けた相談やサポート体制を充実させる

性の悩み相談など、思春期の子どもを支援する

結婚相談所や出会いの場の提供など、若者が
結婚しやすい環境をつくる

ヤングケアラーの子どもたちを支援する

ニートや引きこもりに関する相談や支援を充実
させる

特にない

無回答

10.1

19.5

9.9

4.0

33.7

39.0

33.3

20.2

10.7

13.5

16.2

7.2

8.4

12.8

7.6

4.0

4.8

11.2

20.4

13.1

5.5

25.0

30.0

37.3

26.1

18.9

11.1

19.2

2.7

14.0

－

－

4.8

5.2

0 20 40 60 80 100
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【男女別・経年比較】 

男女別でみると、女性に比べ、男性で「青少年や若者が参加できるイベントや意見を発表でき

る機会をつくり、情報を提供する」「就職に向けた相談やサポート体制を充実させる」の割合が、

男性に比べ、女性で「いじめや虐待などの悩みを相談できる窓口を充実させ、支援する」「放課後

などに気軽に行ける安全な居場所を提供する」「ヤングケアラーの子どもたちを支援する」の割

合が高くなっています。 

また、平成 28 年度調査と比較すると、男女ともに「経済的な困難を抱えている家庭を支援す

る」「いじめや虐待などの悩みを相談できる窓口を充実させ、支援する」の割合が増加していま

す。一方で、男女ともに「薬物やたばこなどの有害なものから子どもたちを守り、非行や犯罪防

止につとめる」「結婚相談所や出会いの場の提供など、若者が結婚しやすい環境をつくる」の割合

が、女性で「放課後などに気軽に行ける安全な居場所を提供する」「多様な授業（国際交流等）を

取り入れるなど、学校教育を充実させる」「就職に向けた相談やサポート体制を充実させる」の割

合が減少しています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

青
少
年
や
若
者
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

や
意
見
を
発
表
で
き
る
機
会
を
つ
く
り
、
情

報
を
提
供
す
る 

地
域
活
動
や
体
験
活
動
な
ど
の
社
会
参
加

を
通
じ
て
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
と
も
に

青
少
年
を
育
成
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る 

青
少
年
や
若
者
中
心
の
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援

す
る 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
青
少
年
活
動
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
人
を
養
成
す
る 

経
済
的
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
家
庭
を
支

援
す
る 

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の
悩
み
を
相
談
で
き

る
窓
口
を
充
実
さ
せ
、
支
援
す
る 

放
課
後
な
ど
に
気
軽
に
行
け
る
安
全
な
居

場
所
を
提
供
す
る 

多
様
な
授
業
（
国
際
交
流
等
）
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
る 

令和３年度調査 
男性 

368 13.9 21.2 10.1 4.9 33.4 33.7 27.4 18.2 

女性 507 7.5 18.5 9.9 3.2 33.9 43.0 37.7 21.9 

平成 28 年度調査 
男性 

440 14.5 20.2 12.5 8.6 25.2 28.6 28.4 21.4 

女性 668 9.1 20.7 13.5 3.4 24.6 31.1 43.1 29.3 

（次のページへ） 
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区分 

薬
物
や
た
ば
こ
な
ど
の
有
害
な
も
の
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
り
、
非
行
や
犯
罪
防
止
に

つ
と
め
る 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
正
な
利
用
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
充
実
さ
せ
る 

就
職
に
向
け
た
相
談
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

充
実
さ
せ
る 

性
の
悩
み
相
談
な
ど
、
思
春
期
の
子
ど
も
を

支
援
す
る 

結
婚
相
談
所
や
出
会
い
の
場
の
提
供
な
ど
、

若
者
が
結
婚
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援

す
る 

ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談
や

支
援
を
充
実
さ
せ
る 

特
に
な
い 

無
回
答 

令和３年度調査 
男性 

12.5 15.2 19.8 4.9 10.6 9.0 9.0 5.7 2.4 

女性 9.5 12.4 13.8 8.5 6.9 15.6 6.7 2.6 6.1 

平成 28 年度調査 
男性 

20.5 12.7 18.9 0.9 16.4 － － 5.7 5.7 

女性 18.0 10.2 19.5 3.9 12.6 － － 4.2 4.6 
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【ひきこもり類別】 

ひきこもり類別でみると、広義のひきこもり群を除いて、一般群に比べ、親和群で「性の悩み

相談など、思春期の子どもを支援する」「ニートや引きこもりに関する相談や支援を充実させる」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

N

（
件
） 

青
少
年
や
若
者
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

や
意
見
を
発
表
で
き
る
機
会
を
つ
く
り
、
情

報
を
提
供
す
る 

地
域
活
動
や
体
験
活
動
な
ど
の
社
会
参
加

を
通
じ
て
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
と
も
に

青
少
年
を
育
成
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る 

青
少
年
や
若
者
中
心
の
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援

す
る 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
青
少
年
活
動
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
人
を
養
成
す
る 

経
済
的
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
家
庭
を
支

援
す
る 

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の
悩
み
を
相
談
で
き

る
窓
口
を
充
実
さ
せ
、
支
援
す
る 

放
課
後
な
ど
に
気
軽
に
行
け
る
安
全
な
居

場
所
を
提
供
す
る 

多
様
な
授
業
（
国
際
交
流
等
）
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
る 

広義のひきこもり群 3 － － － － 33.3 33.3 66.7 － 

親和群 87 9.2 10.3 11.5 2.3 35.6 40.2 28.7 9.2 

一般群 773 10.2 20.8 10.0 4.3 33.5 39.6 33.9 21.6 

 

区分 

薬
物
や
た
ば
こ
な
ど
の
有
害
な
も
の
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
り
、
非
行
や
犯
罪
防
止
に

つ
と
め
る 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
正
な
利
用
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
充
実
さ
せ
る 

就
職
に
向
け
た
相
談
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

充
実
さ
せ
る 

性
の
悩
み
相
談
な
ど
、
思
春
期
の
子
ど
も
を

支
援
す
る 

結
婚
相
談
所
や
出
会
い
の
場
の
提
供
な
ど
、

若
者
が
結
婚
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援

す
る 

ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談
や

支
援
を
充
実
さ
せ
る 

特
に
な
い 

無
回
答 

広義のひきこもり群 － － 66.7 － － 66.7 33.3 － － 

親和群 12.6 9.2 17.2 14.9 10.3 11.5 18.4 4.6 5.7 

一般群 10.7 14.1 15.9 6.3 8.3 12.3 6.2 4.0 4.0 
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（仮称）川西市子ども・若者未来計画 章立て案 

はじめに 【修正】 
 ・市長メッセージ（計画統合、中間見直しの想いなど） 
 
第１章 計画の概要 【修正】 
 ・計画の背景及び目的 
 ・計画の位置づけと期間 
・計画の策定経過 
 
第２章 子ども・子育てを取り巻く現状と課題 【修正】 
 ・若者に関する実態調査結果と分析 ＜追加＞ 
 ・両計画の進捗状況及び評価    ＜追加＞ 
 ・各種データなどからみた課題 
 
第３章 計画の基本的な考え方 【修正】 
 ・計画の基本理念 
・基本的な視点 
・基本目標及び計画の体系 
 
第４章 子ども・子育て施策の展開 ～重点施策～ 【修正】 
 ・基本目標を軸とした施策展開のための実施事業 
 
第５章 若者の育成支援 【追加】 
 ・すべての若者の健やかな成長と自立に向けた支援 実施事業 
 ・社会生活を営む上で困難を有する若者への支援  実施事業 
 
第６章 事業計画 【修正】 
 ・教育・保育、地域子ども・子育て支援事業の提供区域の設定 
 ・計画期間における人口推計 
 ・量の見込みと提供体制の確保方策の基本的な考え方 
 ・子育てのための施設等利用給付の円滑な実施の確保 
 ・教育・保育の一体的提供及び推進体制の確保 
 
第７章 市立幼稚園・保育所・認定こども園のあり方 【修正】 
 ・市立教育・保育施設の状況、課題 
 ・市立教育・保育施設の役割と今後の方針、取り組み 
 
第８章 計画の推進 【修正】 
 ・計画の推進に向けて 
 ・推進状況の定期的な検証と評価指標 
 
資料編 【修正】 

【第 1章ポイント】 

計画の方向性の明示、R5-R6の 2年間の計画 

「子ども・子育て計画」の中間見直しとしての時点修正 

「子ども・若者育成支援計画」との統合による若者施策の新たな章立て 

【第 4章ポイント】子どもの貧困対策 

【第 5章ポイント】 

ヤングケアラー 

ひきこもり対策、不登校対策 

【第 6章ポイント】 

留守家庭児童育成クラブの待機児童対策 

保育所待機児童ゼロ後の対応 

【第 7章ポイント】 

久代幼稚園・川西南保育所のこども園化 

多田幼稚園・多田保育所のこども園化 

東谷幼稚園のあり方 

【第３章ポイント】 

基本理念の検討 

資料３ 
令和４年５月 13日 

第１回子ども・若者未来会議 



資料４
令和4年5月13日

第1回 子ども・若者未来会議◆令和４年度　子ども・若者未来会議の開催予定、計画策定スケジュール

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

・子ども・若者未来会議　議事概要（予定）

第１回　5月13日（金）　　  議事：「市立就学前教育保育施設のあり方」の報告、計画案の章立てについて、子ども・若者実態調査の結果報告（19歳以上分）

第２回　8月上旬　                 

第３回　9月下旬　　　　　  議事：あり方を踏まえた量の見込み及び提供体制の内容審議（第6章）①、市立教育・保育施設のあり方の内容審議（第7章）

第４回　11月頃                      議事：計画案の全体の審議、パブリックコメント実施について

第５回　3月頃　　　　　　 議事：パブリックコメント実施結果の報告、パブリックコメント及び市議会議員の意見を踏まえた修正箇所の審議

議事：子ども・若者実態調査の結果報告（12-18歳分）、両計画の進捗状況の報告、調査結果を踏まえた現状と課題（第2章）、
           若者育成支援の内容審議（第5章）

第
１
回
開
催

パブリックコメント
実施

第
２
回
開
催

第
３
回
開
催

第
４
回
開
催

５／１３

第
５
回
開
催

計
画
案
の
完
成

計
画
の
完
成

8月上旬 11月頃 3月頃9月下旬


